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市
長
に
就
任
し
て
間
も
な
く
３

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
皆
様
の
ご
期
待
と
ご

信
頼
に
応
え
る
べ
く
、
全
力
を
傾

注
し
て
市
勢
の
発
揚
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
市
発
注
の
公
共
工
事

入
札
や
不
適
正
な
経
理
の
問
題
等

で
は
、
市
民
の
皆
様
に
大
き
な
不

安
と
動
揺
を
与
え
た
こ
と
は
、
誠

に
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
、
改
め
て

お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。
一
日
も
早
い
市
政
へ
の

信
頼
回
復
に
向
け
て
全
職
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
と
直
接
対
話
す
る

機
会
と
し
て
市
政
説
明
会
を
昨
年

開
催
し
、
対
馬
市
の
抱
え
る
様
々

な
問
題
点
、
ま
た
あ
る
べ
き
方
向

性
な
ど
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
は
、
数
多

く
の
参
考
と
な
る
ご
意
見
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
市
役
所
各

部
署
、
支
所
で
窓
口
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
ご
提
言
や
ご
要
望
を

踏
ま
え
て
検
証
し
、誰
も
が「
住
ん

で
良
か
っ
た
」
と
感
じ
る
、
夢
と

希
望
に
満
ち
た
市
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

健
全
な
財
政
運
営
を
行
い
、�

将
来
の
財
政
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
に
策
定
し
ま
し
た

対
馬
市
中
期
財
政
計
画
は
、
平
成

18
年
度
か
ら
の
５
カ
年
の
期
間
で
、

収
支
バ
ラ
ン
ス
が
均
衡
し
た
健
全

な
財
政
運
営
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
画
餅
に
帰
さ
な

い
た
め
に
は
、
計
画
の
２
年
目
で

あ
る
平
成
19
年
度
が
正
念
場
だ
と

思
い
、
引
き
続
き
徹
底
し
た
歳
出

の
見
直
し
や
、
簡
素
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
向
け
て
取
り
組
む

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
新
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

行
政
経
費
及
び
普
通
建
設
事
業
費

を
抑
制
し
、
前
年
度
予
算
額
の
11

・
２
％
減
、
合
併
後
は
じ
め
て
３

０
０
億
円
を
割
る
予
算
と
し
、
本

市
の
目
標
と
す
る
財
政
規
模
に
一

歩
近
づ
け
た
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
財
政
健
全
化
努
力
の
結
果
、
平

成
19
年
度
末
の
市
債
残
高
見
込
み

は
、
約
５
８
５
億
円
に
な
り
、
平

成
17
年
度
末
か
ら
約
57
億
円
減
少

す
る
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
な
お
、
大
き
な
財
政
負

担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
可
能
な

限
り
繰
上
償
還
等
を
実
施
し
て
、

将
来
の
財
政
負
担
を
軽
減
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　「
第
一
次
産
業
と
観
光
の
融
合

す
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
に
、

市
民
の
所
得
と
福
祉
の
向
上
を
め

ざ
し
て
各
種
政
策
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
第
一
次
産
業
を
取
り
巻
く
厳
し

い
状
況
下
で
も
自
立
で
き
る
産
業

の
育
成
・
発
展
と
活
性
化
を
促
進

す
る
た
め
の
各
種
事
業
を
実
施
し
、

楽
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
と
分
権
社
会
に
ふ
さ
わ
し

い
地
方
行
政
の
再
構
築
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
の
予
算
編
成
に
当

た
り
ま
し
て
は
、
対
馬
市
行
財
政

改
革
大
綱
に
基
づ
く
、
新
し
い
地

方
の
時
代
に
対
応
し
た
事
務
事
業

及
び
組
織
・
機
構
の
見
直
し
や
民

間
委
託
等
を
推
進
し
、
行
政
の
効

率
化
と
歳
出
の
徹
底
し
た
見
直
し

に
よ
る
財
政
再
建
に
努
め
、
対
馬

市
総
合
計
画
の
実
現
と
住
民
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
基
本
方
針

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
各
種
施
策
・
事
業
の
優
先
順
位

に
つ
き
ま
し
て
は
、
費
用
対
効
果

等
を
勘
案
し
た
厳
し
い
選
択
を
行

い
、
市
政
に
対
す
る
市
民
の
期
待

に
十
分
応
え
得
る
よ
う
９
項
目
の

重
点
施
策
を
柱
に
事
業
を
構
築
す

る
予
算
編
成
方
針
と
し
、
第
一
次

対
馬
市
総
合
計
画
の
「
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
理
念
」で
あ
り
ま
す「
多

彩
な
自
然
を
生
か
し
た
元
気
産
業

づ
く
り
」
「
東
ア
ジ
ア
に
輝
く
交

流
の
島
づ
く
り
」
「
安
心
し
て
快

適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
づ
く

り
」
の
３
つ
の
基
本
理
念
を
基
に
、

今
後
の
目
標
を
６
つ
の
施
策
大
綱

に
置
き
、
本
市
の
将
来
像
で
あ
る

「
ア
ジ
ア
に
発
信
す
る
歴
史
街
道

都
市
対
馬
」
の
実
現
に
向
け
予
算

を
編
成
し
ま
し
た
。

第
１
「
創
造
的
な
産
業
と
次
世
代
の

　
　
　
担
い
手
を
育
む
人
と
ま
ち
」

　
地
場
産
業
の
振
興
と
観
光
と
の

連
携
を
図
る
事
業
と
し
て
、
対
馬

し
い
た
け
復
活
プ
ラ
ン
推
進
事
業
、

イ
ノ
シ
シ
処
理
加
工
施
設
整
備
事

業
、
磯
焼
け
対
策
事
業
、
種
苗
放

流
事
業
、
新
世
紀
水
産
業
育
成
事

業
、
漁
港
・
漁
場
整
備
事
業
、
港

湾
整
備
事
業
費
等
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
対
馬
ブ
ラ
ン
ド

化
の
推
進
に
向
け
て
、
特
産
品
の

販
売
・
流
通
体
制
の
構
築
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
等
定
住
化
対
策

の
促
進
を
図
る
事
業
と
し
て
、
定

住
住
宅
用
地
分
譲
等
調
査
事
業
を

今
年
度
か
ら
実
施
致
し
ま
す
。
今

年
度
は
、
市
有
地
の
中
か
ら
分
譲

宅
地
と
し
て
活
用
可
能
な
土
地
を

選
定
し
、
分
譲
の
た
め
の
区
画
の

整
理
及
び
環
境
整
備
の
計
画
書
等

を
策
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
業
に
就
業
す
る
意
欲

の
あ
る
も
の
を
育
成
す
る
漁
業
新

規
就
業
者
促
進
対
策
事
業
、
定
住

促
進
の
た
め
の
田
舎
暮
ら
し
体
験

ツ
ア
ー
事
業
、
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
事

業
費
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
等

を
促
進
す
る
た
め
、
企
業
誘
致
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
野
球
を
通
し
て
、
次
世
代
を
担

う
青
少
年
に
夢
や
希
望
を
与
え
る

た
め
に
、
引
き
続
き
対
馬
市
民
球

団
「
ま
さ
か
り
ド
リ
ー
ム
ス
」
を

運
営
し
ま
す
。
平
成
19
年
度
は
、

国
土
交
通
大
臣
杯
第
３
回
離
島
交

流
少
年
野
球
大
会
を
対
馬
市
に
お

い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

第
２
「
豊
か
な
自
然
と
の
調
和
を

　
　
　
図
り
、
地
球
環
境
に
や
さ

　
　
　
し
い
人
と
ま
ち
」�

　
か
け
が
え
の
な
い
自
然
環
境
の

保
全
を
図
る
事
業
と
し
て
、
日
韓

施政方針演説を行う松村市長�

�

「
第
一
次
産
業
と
観
光
の
融
合
す
る
ま
ち
づ
く
り
」へ

平
成
19
年
度
　
施
政
方
針
の
概
要

　
３
月
５
日
、
平
成
19
年
第
１
回
対
馬
市
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
、
松
村
市
長
は
今
年
度
の
施
政
方
針�

に
つ
い
て
次
の
と
お
り
説
明
し
ま
し
た
。�



　
　
　
《
３
月
》�

１
日
＝
99
歳
到
達
者
褒
状
贈
呈

５
〜
８
日
＝
対
馬
市
議
会
定
例
会

　
　
　
本
会
議

11
日
＝
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励

　
　
　
会
、
対
馬
市
体
育
指
導
委

　
　
　
員
協
議
会
全
国
表
彰
祝
賀

　
　
　
会

12
日
＝
市
商
工
青
年
部
と
の
懇
談

　
　
　
会

13
日
＝
対
馬
市
議
会
定
例
会
本
会

　
　
　
議

14
日
＝
市
商
工
婦
人
部
と
の
懇
談

　
　
　
会

16
〜
17
日
＝
県
離
島
航
路
行
政
連

　
　
　
絡
会
議
　
　
　
（
長
崎
）

19
日
＝
対
馬
市
議
会
定
例
会
本
会

　
　
　
議

20
〜
21
日
＝
県
離
島
医
療
圏
組
合

　
　
　
議
会
　
　
　
　
（
長
崎
）

22
〜
23
日
＝
通
信
使
４
０
０
年
祭

　
　
　
開
催
地
会
議
、
全
国
漁
港

　
　
　
漁
場
協
会
正
副
会
長
会
議

　
　
　
・
理
事
会
　
　
（
東
京
）

24
日
＝
「
し
ま
自
慢
観
光
カ
レ
ッ

　
　
　
ジ
」
終
了
式

25
日
＝
と
ら
や
ま
の
森
再
生
プ
ロ

　
　
　
ジ
ェ
ク
ト
「
舟
志
の
森
」

　
　
　
植
樹
祭

26
日
＝
対
馬
物
産
開
発
（株）
取
締
役

　
　
　
会

28
日
＝
高
齢
者
保
護
福
祉
計
画
・

　
　
　
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計

　
　
　
画
策
定
委
員
会

30
日
＝
退
職
者
辞
令
交
付
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大
学
生
と
の
ゴ
ミ
サ
ミ
ッ
ト
に
係

る
事
業
費
、
資
源
循
環
型
社
会
の

構
築
を
図
る
事
業
と
し
て
、
地
域

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
調

査
事
業
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
海
洋
温
度
差
発
電
の
誘
致

に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
３
「
固
有
の
歴
史
文
化
を
発
信

　
　
　
し
、
交
流
の
活
発
な
人
と

　
　
　
ま
ち
」

　
韓
国
を
は
じ
め
と
す
る
東
ア
ジ

ア
都
市
と
の
国
際
交
流
の
促
進
を

図
る
事
業
と
し
て
、
対
馬
ア
リ
ラ

ン
祭
り
、
国
境
マ
ラ
ソ
ン
、
ち
ん

ぐ
音
楽
祭
の
対
馬
３
大
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
影
島
区
と
の
行
政
・
ス

ポ
ー
ツ
交
流
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な

ど
の
交
流
事
業
費
等
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。
観
光
客
の
受
け
入
れ

態
勢
整
備
の
た
め
に
、
地
域
案
内

情
報
板
設
置
等
の
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
事
業
、
中
村
地
区
街
な
み
環

境
整
備
事
業
費
等
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。

　
島
外
と
の
交
通
利
便
性
を
高
め

る
た
め
、
国
際
航
路
利
用
促
進
事

業
補
助
金
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

第
４
「
地
域
が
連
携
し
て
支
え
る

　
　
　
教
育
・
文
化
の
充
実
し
た

　
　
　
人
と
ま
ち
」�

　
豊
か
な
心
や
確
か
な
学
力
を
育

む
教
育
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の

総
合
学
習
事
業
、
心
の
教
室
相
談

員
・
介
助
員
設
置
事
業
、
社
会
科

副
読
本
作
製
事
業
、
ま
た
、
教
育

施
設
の
充
実
・
整
備
を
図
る
た
め
、

教
育
パ
ソ
コ
ン
更
新
事
業
、
給
食

運
搬
車
更
新
事
業
、
校
舎
等
耐
震

診
断
事
業
、
幼
稚
園
施
設
改
修
事

業
費
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
学
校
の
統
廃
合
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
20
年
４
月
の
瀬
分
校
統

合
に
伴
う
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
費
、

車
庫
建
設
費
等
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。

　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
生
涯
学

習
の
充
実
を
図
る
事
業
と
し
て
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
、

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
、
市
民

人
権
啓
発
活
動
事
業
費
等
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
を
図
る

事
業
と
し
て
、
つ
し
ま
市
図
書
館

を
地
域
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て

充
実
す
る
た
め
の
図
書
、
視
聴
覚

備
品
等
の
整
備
、
優
れ
た
芸
術
文

化
鑑
賞
機
会
を
提
供
す
る
た
め
の

交
流
セ
ン
タ
ー
公
演
事
業
費
等
を

計
上
し
て
お
り
ま
す
。

第
５
「
思
い
や
り
と
健
や
か
さ
を

　
　
　
育
む
健
康
・
福
祉
の
人
と

　
　
　
ま
ち
」

　
医
療
・
救
急
体
制
の
充
実
を
図

る
事
業
と
し
て
、
適
正
な
医
療
が

受
け
ら
れ
る
医
療
体
制
を
構
築
す

る
た
め
の
離
島
医
療
圏
病
院
負
担

金
、
対
馬
地
区
救
急
医
療
対
策
在

宅
医
委
託
料
、
救
命
率
向
上
の
た

め
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
リ
ー
ス
料
等
を
計
上

し
て
お
り
ま
す

　
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
事
業
と
し
て
、
健
康
対
馬
21

の
策
定
、
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
、

ま
た
、
保
健
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

支
援
の
た
め
の
特
別
障
害
者
手
当

等
給
付
費
、
自
立
支
援
給
付
費
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
費

等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
住
民
の
社
会
参
加
支
援
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
図
る
事
業
と
し
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
補

助
金
、
精
神
障
害
者
地
域
活
動
所

運
営
費
補
助
金
等
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。

第
６
「
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

　
　
　
生
活
基
盤
の
整
っ
た
人
と

　
　
　
ま
ち
」

　
身
近
な
道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
促
進
を
図
る
事
業
と
し

て
、
道
路
交
通
網
の
整
備
の
た
め

の
市
道
整
備
事
業
、
国
県
道
整
備

事
業
負
担
金
等
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。
安
全
で
質
の
高
い
住
環
境

の
整
備
を
図
る
事
業
と
し
て
、
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
、
市
営

住
宅
の
整
備
事
業
、
ま
た
、
安
全

・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

防
災
行
政
無
線
再
編
整
備
事
業
、

高
規
格
救
急
車
購
入
事
業
費
等
を

計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
か
ら
市
民
参
画
・

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
そ
の

た
め
の
人
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
、
「
わ
が
ま
ち
元
気
創
出
支

援
事
業
」
を
設
け
ま
し
た
。
市
民

が
自
ら
考
え
、
実
践
す
る
地
域
づ

く
り
事
業
を
支
援
す
る
も
の
で
知

恵
と
工
夫
を
活
か
し
た
、
特
色
あ

る
地
域
づ
く
り
、
住
環
境
の
整
備

な
ど
に
、
是
非
こ
の
制
度
を
活
用

し
て
、
私
ど
も
と
一
緒
に
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
た

ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
発
想
力
や
創
造
力
、
得
意

分
野
を
活
か
し
た
新
し
い
行
政
運

営
を
進
め
る
た
め
に
、
市
民
と
行

政
が
共
有
で
き
る
実
効
性
の
あ
る

方
針
と
な
る
「
市
民
協
働
推
進
指

針
」
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
を
図
る
事
業
と
し
て
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
整
備
事
業
、
移
動
通
信
エ
リ
ア

拡
充
事
業
等
の
通
信
基
盤
の
整
備

費
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

※
（
６
つ
の
施
策
大
綱
に
伴
う
主
な

　
　
事
業
は
、
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
今
後
も
財
政
健
全
化
に
向
け
て
、

全
力
で
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、

財
政
の
再
建
、
行
政
シ
ス
テ
ム
の

改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
そ

の
実
効
を
上
げ
る
べ
く
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り

が
豊
か
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を

実
感
で
き
る
よ
う
、
魅
力
的
で
活

力
あ
る
故
郷
「
対
馬
」
づ
く
り
の

た
め
に
、
強
い
信
念
と
情
熱
を
も

っ
て
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

市
長
の
動
き�
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（19.4%）�
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　平成19年度一般会計当初予算は、行政経費や建設事業費を抑え、前年度比11.2%減の総額287億7千万

円で、２年連続の超緊縮型予算となり合併後初めて300億円を切りました。

　対馬市の財政は、国の地方交付税総額の減額などの三位一体改革の影響、また過去の建設事業に伴う

公債費（借入金返済）負担などにより非常に厳しい状況にあります。

　平成19年度の予算規模は、一般会計と10の特別会計を併せると総額435億1,742万円（対前年比37億

1,862万円減、△7.9%）です。

財
政
再
建
へ
向
け
て
借
入
金
は
大
幅
減

　
昨
年
度
と
比
べ
て
自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
は
、
定
率
減
税
の
廃
止
、

所
得
税
か
ら
住
民
税
へ
の
移
譲
等
に
よ
り
3
億
1
’

1
7
4
万
円
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
で
減
少
額
が
大
き
い
の
は
、
国
庫
支
出
金
で
13
億
7
’

2
3

9
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
市
街
地
再
開
発
事
業
の
完
成
が
主
な

要
因
で
す
。

　
ま
た
、
将
来
の
財
政
負
担
と
な
る
市
債
（
借
入
金
）
は
建
設
事
業
費
を

抑
制
し
た
た
め
18
億
2
’

6
6
0
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
債
の

う
ち
合
併
特
例
債
は
15
億
5
’

6
9
0
万
円
で
、
有
線
テ
レ
ビ
施
設
整
備
、

峰
港
湾
施
設
整
備
事
業
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

財政健全化へ向けて　２年連続の超緊縮型予算　合併後初めて300億円を切る�

建
設
事
業
費
の
縮
小
に
よ
り
土
木
費
、
農
林
水
産
業
費
は
大
幅
減

　
昨
年
度
と
比
べ
て
、
減
少
額
が
大
き
い
の
は
、
土
木
費
（
39
億
1
’

0

6
0
万
円
減
、
△
72
・
5
%
）
、
農
林
水
産
業
費
（
5
億
6
’

4
5
7
万

円
減
、
△
22
・
2
%
）
で
、
こ
れ
は
市
街
地
再
開
発
事
業
の
完
成
（
約
35

億
円
減
）
、
道
路
整
備
の
縮
小
（
約
3
億
円
減
）
、
漁
港
整
備
の
縮
小

（
約
4
億
円
減
）
に
よ
り
ま
す
。

　
一
方
、
増
加
額
が
大
き
い
の
は
、
総
務
費
（
7
億
3
’

1
2
7
万
円
増
、

14
・
0
%
）
、
衛
生
費
（
1
億
6
’

1
4
6
万
円
増
、
6
・
1
%
）
で
、

有
線
テ
レ
ビ
整
備
事
業
（
約
8
億
円
増
）
、
ご
み
処
理
経
費
（
約
1
億
4

千
万
円
増
）
が
主
な
要
因
で
す
。

市税　32億3,890万円�
（11.3%）�

国庫支出金�
23億69万円�
（8.0%）�

地方交付税　143億4,589万円�
（49.9%）�市債　30億7,520万円�

（10.7%）�
市債　30億7,520万円�
（10.7%）�

繰入金�
12億8,730万円�
（4.5%）�

（内訳）�
使用料手数料�

分担金負担金�

諸収入�

繰越金�

財産収入�

�

�

3億9,038万円（1.3％）�

2億5,381万円（0.9％）�

2億3,815万円（0.8％）�

1億円（0.3％）�

8,819万円（0.3％）�

�

�

�

�

�
3億4,600万円（1.2％）�
2億6,808万円（0.9％）�
8,000万円（0.3％）�
6,160万円（0.2％）�

�
�
�
�
�
�
�

その他　�
10億7,053万円�
（3.6%）�

（内訳）�
地方消費税交付金�
地方譲与税�
自動車取得税交付金�
その他�

その他　7億5,568万円�
（2.6%）�

歳入内訳

歳出内訳

都道府県支出金�
26億9,581万円�
（9.4%）�

地方交付税　143億4,589万円�
（49.9%）�

都道府県支出金�
26億9,581万円�
（9.4%）�

公債費�
70億9,378万円�
（24.6%）�

農林水産業費�
19億8,215万円�
（6.9%）�

教育費�
21億5,232万円�
（7.5%）�

衛生費�
28億1,855万円�
（9.8%）�

民生費　57億2,669万円�
（19.9%）�

�
3億5,166万円（1.2％）�
1億9,204万円（0.7％）�
3,516万円（0.1％）�
2,000万円（0.0％）�

�
�
�
�

（内訳）�
商工費�
議会費�
諸支出金�
予備費�

その他　5億9,886万円�
（2.0%）�

総務費�
59億5,478万円�
（20.7%）�

消防費�
9億6,013万円�
（3.3%）�

土木費�
14億8,274万円�
（5.1%）�

平成19年度一般会計予算　287億7000万円

歳
　
入�

歳
　
出
（
目
的
別
）�



5 広報つしま  2007. 4

tsushima city community magazine

歳　入

歳　出

　
特
別
会
計
・
企
業
会
計
と
は
、
独
立
採
算
制
を
原
則
と
す
べ
き
事
業
を
行
う
場
合

に
一
般
会
計
と
区
別
し
て
い
る
会
計
で
す
。

　
本
市
に
は
次
の
通
り
10
の
特
別
会
計
と
１
の
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
市

街
地
再
開
発
事
業
用
地
を
管
理
し
て
い
た
公
共
用
地
先
行
取
得
特
別
会
計
は
、
18
年

度
で
事
業
が
完
了
し
た
た
め
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　会　　　計　　　名

診療所特別会計

公共用地先行取得特別会計

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

介護保険地域支援事業特別会計

特別養護老人ホーム特別会計

簡易水道事業特別会計

集落排水処理施設特別会計

旅客定期航路事業特別会計

風力発電事業特別会計

　　　　合　　　　計

   区　　　分 　　金　　　額�

収 益 的 収 入 　　２億７,４２１万円

収 益 的 支 出 　　２億６,１６４万円

資 本 的 収 入 　　　　４,７００万円

資 本 的 支 出 　　１億７,１４５万円

企業会計(水道事業)予算

※資本的収入での不足分は当年度損益勘定留保資
　金などで補てんして運営します。

特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算�

対前年度増減額

△708万円

△5億4,927万円

7億5,017万円

△9,581万円

7,530万円

△330万円

△1,103万円

△2億5,486万円

429万円

172万円

125万円

△8,862万円

対前年度増減率

△3.1

皆　減

15.1

△2.2

2.6

△2.9

△2.3

△21.3

29.4

5.9

3.7

△0.6

予　　算　　額

2億1,782万円

廃　　止

57億197万円

42億267万円

30億2,203万円

1億859万円

4億7,077万円

9億3,921万円

1,887万円

3,084万円

3,465万円

147億4,742万円

当初予算額の推移

建設事業費
125億円
（32.6%）

人件費
71億円（18.5%）

扶助費
27億円（7.1%）

その他
94億円
（24.6%）

383億円
366億円

324億円

288億円

公債費
66億円（17.2%）

建設事業費
118億円
（32.2%）

人件費
65億円（17.8%）

扶助費
27億円（7.4%）

その他
87億円
（23.8%）

公債費
69億円（18.8%）

建設事業費
83億円
（25.6%）

人件費
61億円（18.8%）

扶助費
29億円（9.0%）

その他
77億円
（23.8%）

公債費
74億円（22.8%）

建設事業費
43億円
（16.8%）

人件費
62億円（21.7%）

扶助費
30億円（10.4%）

その他
77億円
（26.5%）

公債費
71億円（24.6%）

16年度 17年度 18年度 19年度

地方交付税
144億円
（50.0%）

市債
31億円（10.8%）

市税
32億円（11.1%）

その他
68億円
（23.6%）

繰入金13億円（4.5%）

地方交付税
141億円
（43.5%）

市債
49億円（15.1%）

市税
29億円（9.0%）

その他
90億円
（27.8%）

繰入金15億円（4.6%）

地方交付税
141億円
（38.5%）

市債
56億円（15.3%）

市税
29億円（7.9%）

その他
116億円
（31.7%）

繰入金24億円（6.6%）

地方交付税
134億円
（35.0%）

市債
68億円（17.8%）

市税
30億円（7.8%）

その他
120億円
（31.3%）

383億円
366億円

324億円

288億円

繰入金31億円（8.1%）

16年度 17年度 18年度 19年度

　市税は、定率減税の廃止、所得税から住民税へ
の移譲等により平成19年度は増加しています。

　繰入金（貯金の取り崩し）は年々減少してきています。中期
財政計画では平成22年度にこの繰入金がゼロとなるよう目標
を定めています。
　借金に当たる市債は、将来の公債費(借金返済金)の増加を招
き財政運営に及ぼす影響がおおきいため借入額を抑制していま
す。
　地方交付税は、ほぼ横ばい状態ですが、合併後５年間限定の
臨時上乗せ分、生活保護経費の増分等によるもので、実質は国
の「三位一体の改革」の推進などにより減少しています。

　扶助費は合併により市制となったため町では無
かった生活保護費の負担が発生し、また年々増加

傾向にあります。
　公債費は、財政健全化を目指して市債の借入額を抑制してい
るため18年度をピークに減少していく見込みです。
　人件費は、退職職員の不補充、新規採用者の抑制により減少
傾向にありますが、19年度は県議会議員など４つの選挙が予
定されており、これに係る人件費（投票立会人等報酬、職員時
間外手当）、また早期退職者の退職手当負担金の影響で前年度
より増加してます。
　建設事業は、市債借入を伴い財政状況悪化を招くため抑制し
ています。

歳入

歳出
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○地場産業の振興を図ります
　▼対馬しいたけ復活プラン推進事業　7,318万円（大型生産団地、種駒購入補助、オーナー制度導入他）
　▼漁業後継者対策補助　820万円（漁業新規就業者促進、担い手確保）▼イノシシ等有害鳥獣対策事業　3,700
　　万円（捕獲補助金）▼漁港整備　6億7,058万円（16漁港　防波堤、浮桟橋他）
○地域経済の活性化、定住化を促進します
　▼企業誘致対策経費　380万円
　▼Ｕ・Ｉターン等定住化対策事業　241万円（田舎暮らしツアー、定住住宅用地分譲等調査）
○青少年に夢や希望を与えます
　▼市民球団運営　865万円（指導者育成、野球教室）
　▼離島交流少年野球大会　1,818万円（H19.8実施、16チーム参加予定）

平成19年度の主な事業�

○市民参画・協働によるまちづくりを推進します
　▼わがまち元気創出支援事業　1,000万円（地域づくり事業を実践する地区、ボランティア団体等への補助金）
　▼市民協働推進指針策定　103万円（市民の発想や得意分野を活かしながら行政運営を進めるための指針策定）

○情報通信基盤・道路交通を整備します
　▼有線テレビ施設等整備　21億2,480万円（伝送施設160km、自主放送施設整備他）▼携帯電話鉄塔施設整備
　　1億2,043万円（洲藻、女連）▼道路整備　8億1,019万円（道路改良、20路線）
○安全・安心のまちづくりを推進します
　▼高規格救急車購入　3,100万円（1台）
　▼防災行政無線再編整備　2,714万円（県防災行政無線の再編、衛星系設備他）
○安全で質の高い住環境の整備を図ります
　▼北部地区斎場建設　1,161万円（佐須奈、用地測量設計、用地購入）
　▼合併処理浄化槽設置補助　4,495万円（104基）

○医療・救急体制の充実を図ります
　▼離島医療圏組合病院負担金　7億1,588万円（いづはら、中対馬、上対馬病院）
　▼ＡＥＤ(心臓電気ショック機器)設置　77万円（各支所、厳原港等７台）
○保健・福祉サービスの充実を図ります
　▼社会福祉協議会補助　1億1,889万円（運営費補助）▼国保・老人・介護保険会計等繰出金　14億4,766万
　　円（国保・老人・介護保険会計等への一般会計負担分等）▼生活保護費　13億2,606万円（生活保護費の支
　　給）▼地域福祉計画策定　667万円（福祉サービスの適切な利用推進、福祉活動の市民参加促進等を目的と
　　した計画書）
○スポーツ・健康増進施設の充実を図ります
　▼温泉施設管理運営費　7,414万円（湯多里ランドつしま、真珠の湯、渚の湯、ほたるの湯）
　▼町民体育祭開催事業　264万円（厳原町、峰町、上県町）

○教育施設の充実・整備を図ります�
　▼学校パソコン更新事業　840万円（小・中学校パソコン更新）▼給食運搬車購入　528万円（1台）
　▼スクールバス整備　950万円（瀬分校統合に伴うスクールバス購入、車庫整備）
○芸術文化に触れる機会の拡大を図ります
　▼交流センター公演事業　849万円

○国境を越えた文化交流を充実します�
　▼朝鮮通信使訪日400周年記念事業補助金　150万円
　▼ちんぐ音楽祭・国境マラソン・アリラン祭補助金　1,200万円
○地域資源を活かした交流人口の拡大を図ります
　▼観光ガイドブック作成　618万円（日本語版、ハングル語版）▼観光物産協会補助金　1,890万円（対馬観光
　　物産協会運営費補助）▼まちづくり事業　1億円（地域案内情報板設置、市道美装化）▼文化財保存整
　　備　2,400万円（清水城・矢立山古墳・金田城跡保存整備事業）

○自然環境の保全を推進します
　▼漂流漂着ごみ対策　758万円（日韓大学生による清掃活動）▼ごみ処理関連経費　8億2,882万円（ごみ収集
　　委託費、処理場管理運営費他）▼し尿処理関連経費　2億6,013万円（処理場管理運営費他）
　▼し尿・汚泥再生処理施設整備基本計画策定　357万円（し尿・汚泥再生処理施設整備基本計画策定）
○自然エネルギーの開発を進めます
　▼地域新エネルギービジョン策定調査　806万円（森林資源等を有効活用する新エネルギー導入に向けての取組）

豊かな自然との調和を図り、地球環境にやさしい人とまち

固有の歴史文化を発信し、交流の活発な人とまち

地域が連携して支える教育・文化の充実した人とまち

思いやりと健やかさを育む健康・福祉の人とまち

快適な暮らしを支える生活基盤の整った人とまち

その他

創造的な産業と次世代の担い手を育む人とまち

平成19年度の主な事業�
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平
成
19
年
第
１
回
対
馬
市
議
会
定

例
会
が
、
３
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で

の
15
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
予
算
関
係
議
案
で
は
、
平
成
19
年

度
対
馬
市
一
般
会
計
予
算
案
な
ど
20

件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
平
成
18
年

度
対
馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
を
除
き
、
19
件
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
提
出
の
条
例
案
で
は
、
「
対

馬
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
」
を
は
じ
め
19

件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
「
対
馬
市

長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が

で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
」
を
除
き
、
18
件
が
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
議
員
提
出
の
条
例
案
で
は
、「
対
馬

市
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

の
１
件
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
最
終
処
分
場
誘
致
に
反
対
す
る

決
議
に
つ
い
て
」
な
ど
３
件
の
決
議

案
も
す
べ
て
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
17
年
度
の
「
対
馬
市

一
般
会
計
」
と
「
対
馬
市
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
」
の
歳
入
歳
出
決
算

に
つ
い
て
は
、
不
認
定
と
な
り
ま
し

た
。

▼
総
務
部
　
一.

財
政
再
建
・
行
政
改
革
推
進
課
の
廃
止
…
…
総
務
課
へ
統
合

　
　
　
　
　
二.

市
民
保
護
班
の
廃
止
　
　
　
　
　
　
　
…
…
総
務
班
へ
統
合

　
　
　
　
　
三.

入
札
契
約
課
の
班
を
廃
止

▼
市
民
生
活
部
・
福
祉
部
・
保
健
部

　
　
　
　
　
一.

保
健
セ
ン
タ
ー
所
在
地
の
福
祉
保
険
部
門
を
集
約
し
、
名
称

　
　
　
　
　
　
　
を
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
に
変
更

　
　
　
　
　
二.

市
民
生
活
部
市
民
課
福
祉
保
険
班
業
務
（
厳
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
南
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
三.

上
県
支
所
住
民
生
活
課
福
祉
保
険
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
北
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
水
道
局
・
各
支
所
　
水
道
局
職
員
（
支
所
駐
在
）
の
支
所
職
員
と
の
併
任

▼
総
務
部
　
一.

「
職
員
の
健
康
管
理
及
び
福
利
厚
生
に
関
す
る
こ
と
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
課
↓
職
員
課

　
　
　
　
　
二.

「
財
政
再
建
に
関
す
る
こ
と
。
」
　
　
　
行
革
課
↓
財
政
課

▼
建
設
部
　
一.

「
港
湾
に
関
す
る
こ
と
。
」
の
う
ち
、
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
課
↓
建
設
課

　
　
　
　
　
二.

「
公
有
水
面
の
使
用
及
び
埋
め
立
て
に
関
す
る
こ
と
。
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
、
埋
め
立
て
に
関
す
る
こ
と
。
　
管
理
課
↓
建
設
課

▼
支
　
所
　
一.

「
商
工
業
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。
」
　
…
…
新
た
に
明
記

　
　
　
　
　
二.

「
保
育
所
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。」
…
…
　
　
〃

　
　
　
　
　
三.

「
民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
に
関
す
る
こ
と
。」
…
…
〃

平
成
19
年
度
の
組
織
に
つ
い
て�
平
成
19
年  

第
１
回
対
馬
市
議
会
定
例
会

「対馬市長等の給与の特例に関する条例」
　平成19年4月1日から平成20年3月27日までの間、市長
の給料月額は、160,000円とする。

「対馬市職員の給与の特例に関する条例」
　平成19年4月1日から平成20年3月31日までの間、給与
月額を５％減額する。

「対馬市手数料条例の一部を改正する条例」�
　住民票の閲覧は1人を1件と改正（改正前：1世帯を1

件）、印鑑登録証交付手数料を１件につき300円に改正（改
正前：印鑑登録証の再交付手数料が１件につき500円）

「対馬市副市長定数条例の制定について」
　対馬市助役定数条例の全部を改正し、副市長の定数を
３名以内とする。

「対馬市厳原自動車教習所の指定管理者の指定について」
　指定管理者：㈱共立自動車学校（佐世保市椎木町320番地）
　指定期間：平成19年4月1日～平成24年3月31日

「対馬市パークゴルフ場の指定管理者の指定について」
　指定管理者：社会福祉法人米寿会（上対馬町琴1169番地イ）
　指定期間：平成19年4月1日～平成24年3月31日

「高レベル放射性廃棄物の最終処分場誘致に反対する決議
について」�
　危険性や農畜水産物への風評被害、被爆県長崎にあっ
て孤立の道を選択するのではなく、風光明媚な先祖代々
受け継いできた対馬と、その人情豊かな島民性を守り抜
くことこそ、子々孫々に対する我々の使命であり、高レ
ベル放射性廃棄物の最終処分場誘致には絶対反対である。

●可決された主な議案と内容●�

　
平
成
22
年
度
に
職
員
数
を
６
６
０
名
以
下
と
す
る
定
員
適
正
化
計
画
を
見

据
え
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
事
務
事
業
の
効
率
化
を
目
指
し
、
次
の
と

お
り
組
織
機
構
及
び
事
務
分
掌
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。�

組
　
　
織

事
務
分
掌
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◎
３
月
31
日
付
退
職

【
部
長
級
】阿
比
留
輝
雄（
保
健
部
長
）、神
宮
忠
彌

（
農
林
水
産
部
長
）、山
田
幸
男（
市
民
生
活
部
長
）、

川
本
豊
信（
市
民
生
活
部
理
事
）、菅
野
倶
吉（
教

委
理
事
）、佐
伯
勲（
教
委
理
事
兼
つ
し
ま
図
書
館

長
）【
課
長
級
】梅
野
正
儀（
政
策
部
情
報
政
策
課

電
算
室
長
）、松
本
暦
幸（
豆
酘
出
張
所
長
）、俵
二

三
昭（
教
委
学
校
教
育
課
長
）、勝
井
俊
博
、小
松

清
美（
市
民
生
活
部
税
務
課
）、柴
田
由
美
子
、箱

崎
政
幸（
市
民
生
活
部
市
民
課
）、川
上
萬
壽
雄（
豊

玉
支
所
地
域
振
興
課
）、長
郷
美
比
古（
豊
玉
支
所

住
民
生
活
課
）、吉
野
建
實
、勝
見
英
二
、小
島
千

穂
美
、比
田
勝
ま
き
枝（
美
津
島
支
所
住
民
生
活

課
）、大
石
孝
三
郎（
上
県
支
所
住
民
生
活
課
）、庄

司
美
喜
恵（
上
県
支
所
地
域
振
興
課
）、齊
藤
幹
夫

（
福
祉
部
福
祉
課
）、長
郷
照
美（
教
委
豊
玉
給
食

共
同
調
理
場
）、比
田
勝
花
代（
上
対
馬
支
所
住
民

生
活
課
）、立
山
里
子（
小
船
越
へ
き
地
保
育
所
）、

三
山
佐
知
江（
水
道
局
水
道
課
）、松
久
日
出
雄（
総

務
部
総
務
課
）【
係
長
級
】西
尾
由
美
子
、江
口
孝

子
、平
江
千
賀
子（
特
養
浅
茅
の
丘
）、大
江
静
子

（
特
養
日
吉
の
里
）【
一
般
】畠
山
道
子（
教
委
豆
酘

小
学
校
）、小
島
ハ
ツ
江（
教
委
大
船
越
中
学
校
）、

原
田
い
づ
み（
保
健
部
健
康
推
進
課
）

◎
３
月
31
日
付
派
遣
期
間
満
了

辻
宏
幸（
観
光
商
工
部
理
事
兼
観
光
交
流
課
長
）、

野
嶋
克
哉（
総
務
部
理
事
兼
財
政
再
建
・
行
政
改

革
推
進
課
長
）、永
尾
麗
子（
福
祉
部
保
護
課
）、溝

口
聖（
農
林
水
産
部
農
林
課
）、溝
越
恵
介（
建
設

部
管
理
課
）、國
分
章
、山
口
徳
男
、西
山
篤（
教
委

学
校
教
育
課
）、宮
脇
好
和（
教
委
生
涯
学
習
課
）

◎
４
月
１
日
付
異
動�

　
※
氏
名
後
の（
　
）内
は
旧
所
属

【
市
長
部
局
】�

《
総
務
部
》【
総
務
課
】▽
課
長
・
昇
任
＝
平
間
寿
郎

（
同
課
）（
総
務
班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
松
尾

龍
典（
同
部
職
員
課
）▽
主
事
＝
金
子
舞（
観
光
商

工
部
観
光
交
流
課
）、《
県
市
町
振
興
課
派
遣
》阿

比
留
大
地（
市
民
生
活
部
税
務
課
）、双
須
淳
司（
同

課
）（
財
産
管
理
班
）▽
副
参
事
兼
係
長
＝
阿
比
留

伊
勢
男（
同
課
）▽
係
長
・
昇
任
＝
神
宮
秀
幸（
同

課
）（
行
政
改
革
推
進
班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝

武
末
祥
人（
同
部
財
政
再
建
・
行
政
改
革
推
進
課
）

▽
主
任
＝
大
塔
克
彦（
同
部
財
政
再
建
・
行
政
改

革
推
進
課
）【
秘
書
課
】▽
次
長
兼
課
長
・
昇
任
＝

牧
山
隆（
同
課
長
）【
職
員
課
】▽
次
長
兼
課
長
・
昇

任
＝
中
村
計
司（
同
課
長
）（
給
与
班
）▽
副
参
事

兼
係
長
＝
松
井
惠
夫（
同
部
財
政
課
）【
財
政
課
】

▽
主
任
＝
永
留
公
一（
同
部
総
務
課
・
県
市
町
振

興
課
派
遣
）【
入
札
契
約
課
】▽
課
長
・
昇
任
＝
平

山
秀
樹（
同
課
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
福
井
順

一（
同
課
）▽
副
参
事
兼
係
長
＝
伊
賀
敏
治（
同
課
）

▽
主
任
＝
藤
原
亘
宏（
同
課
）▽
主
事
＝
小
島
亮

（
保
健
部
健
康
推
進
課
）【
豆
酘
出
張
所
】▽
所
長
・

昇
任
＝
主
藤
繁
明（
同
部
総
務
課
）

《
政
策
部
》【
政
策
企
画
課
】（
政
策
企
画
班
）▽
主

任
＝
古
瀬
博
文（
会
計
課
）（
市
民
協
働
班
）▽
参

事
兼
課
長
補
佐
＝
豊
田
充（
議
会
事
務
局
）▽
副

参
事
兼
係
長
＝
二
宮
照
幸（
会
計
課
）【
情
報
政
策

課
】（
電
算
室
）▽
室
長
・
昇
任
＝
桝
谷
雅
勝（
同
室
）

《
市
民
生
活
部
》▽
部
長
・
昇
任
＝
齋
藤
勝
行（
総

務
部
次
長
兼
総
務
課
長
）▽
理
事（
納
税
担
当
）＝

松
村
善
彦（
美
津
島
支
所
長
）【
市
民
課
】▽
参
事

兼
課
長
補
佐
＝
松
村
英
和（
同
課
）▽
参
事
＝
平

間
千
恵（
同
課
）、松
本
絹
代（
同
部
税
務
課
）▽
副

参
事
＝
西
村
明
子
、川
辺
真
由
美（
同
課
）▽
主
任

＝
阿
比
留
裕
介
、原
智
佳（
同
課
）【
税
務
課
】▽
次

長
兼
課
長
・
昇
任
＝
阿
比
留
博
文（
監
査
事
務
局

長
）▽
主
幹（
納
税
班
担
当
）＝
中
村
敏
明（
教
委

中
地
区
教
育
事
務
所
長
）（
住
民
税
班
）▽
主
任
＝

西
山
厚（
保
健
部
保
険
課
）（
資
産
税
班
）▽
参
事

兼
課
長
補
佐
＝
長
郷
泰
二（
豊
玉
支
所
住
民
生
活

課
）、〔
昇
任
〕俵
輝
孝（
同
課
）▽
主
任
＝
中
村
龍

一（
峰
支
所
住
民
生
活
課
）（
納
税
班
）▽
主
事
＝

高
野
和
孝（
建
設
部
北
部
建
設
事
務
所
）（
収
納
対

策
室
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
小
嶋
弘
美（
教
委

南
地
区
教
育
事
務
所
）【
廃
棄
物
対
策
課
】（
対
馬

北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
）▽
主
任
＝
住
屋
良
二（
北

部
中
継
所
）（
北
部
中
継
所
）▽
技
師
＝
財
部
哲
彰

（
対
馬
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

《
福
祉
部
》【
福
祉
課
】（
総
務
福
祉
班
）▽
係
長
＝

木
寺
俊
文（
上
対
馬
支
所
住
民
生
活
課
）（
子
育
て

支
援
班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
松
本
政
美（
峰

支
所
地
域
振
興
課
）（

知
保
育
所
）▽
参
事
＝
梅

野
若
子（
大
船
越
へ
き
地
保
育
所
）（
豊
玉
南
保
育

所
）▽
参
事
＝
村
瀬
直
枝（
三
根
保
育
所
）（
佐
賀

保
育
所
）▽
参
事
＝
長
郷
節
子（
三
根
保
育
所
）（
三

根
保
育
所
）▽
参
事
＝
山
根
静
枝（
佐
賀
保
育
所
）

（
泉
保
育
所
）▽
参
事
＝
平
田
幹
子（
比
田
勝
保
育

所
）（
比
田
勝
保
育
所
）▽
参
事
＝
齊
藤
竹
代（
佐

須
奈
保
育
所
）、辻
弘
美（
泉
保
育
所
）（
大
船
越
へ

き
地
保
育
所
）▽
参
事
＝
國
分
敦
子（
小
船
越
へ

き
地
保
育
所
）（
竹
敷
へ
き
地
保
育
所
）▽
参
事
＝

斉
藤
恵
子（

知
保
育
所
）（
小
船
越
へ
き
地
保
育

所
）▽
参
事
＝
吉
原
逸
子（
竹
敷
へ
き
地
保
育
所
）

▽
副
参
事
＝
阿
比
留
智
晴（
賀
谷
へ
き
地
保
育
所
）

（
仁
位
へ
き
地
保
育
所
）▽
参
事
＝
阿
比
留
美
喜

代（
豊
玉
南
保
育
所
）（
佐
須
奈
保
育
所
）▽
副
参

事
＝
財
部
玉
美（
比
田
勝
保
育
所
）、小
宮
ひ
ろ
み

（
仁
田
保
育
所
）（
比
田
勝
保
育
所
）▽
副
参
事
＝

木
寺
美
紀（
仁
田
保
育
所
）（
仁
田
保
育
所
）▽
主

任
保
育
士
＝
早
田
真
由
美（
佐
須
奈
保
育
所
）、庄

司
諭
美（
比
田
勝
保
育
所
）（
障
害
福
祉
班
）▽
副

参
事
兼
係
長
＝
乙
成
一
也（
峰
支
所
地
域
振
興
課
）

【
保
護
課
】▽
次
長
兼
課
長
・
昇
任
＝
永
留
秀
幸（
同

課
長
）▽
主
幹
・
昇
任
＝
中
村
正
喜（
同
課
）▽
参

事
兼
課
長
補
佐
＝
中
庭
照
美（
同
部
福
祉
課
）

《
保
健
部
》▽
部
長
＝
山
本
輝
昭（
上
県
支
所
長
）

【
健
康
推
進
課
】▽
次
長
兼
課
長
・
昇
任
＝
扇
廣
幸

（
同
課
長
）（
健
康
推
進
班
）▽
主
事
＝
原
田
卓
弥

（
上
県
支
所
地
域
振
興
課
）▽
栄
養
士
＝
神
宮
由

紀（
同
部
北
保
健
セ
ン
タ
ー
）▽
保
健
師
＝
桐
谷

知
佐（
新
採
）（
豊
玉
診
療
所
）▽
参
事
兼
課
長
補

佐
＝
中
村
栄
象（
同
課
）【
保
険
課
】（
介
護
保
険
班
）

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
小
島
勝
也（
美
津
島
支
所

地
域
振
興
課
）【
南
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
】▽
所
長

＝
原
田
善
紀（
市
民
生
活
部
税
務
課
）▽
主
幹（
福

祉
保
健
班
担
当
）・
昇
任
＝
大
川
昭
敬（
同
部
南
保

健
セ
ン
タ
ー
）（
福
祉
保
健
班
）▽
参
事
兼
課
長
補

佐
＝
原
田
賢（
同
部
健
康
推
進
課
豊
玉
診
療
所
）

▽
主
任
＝
横
松
美
穂（
市
民
生
活
部
市
民
課
）、手

束
宏
子（
総
務
部
総
務
課
）、西
村
健
、阿
比
留
満

也（
市
民
生
活
部
市
民
課
）▽
主
事
＝
龍
造
寺
政

秀（
同
部
南
保
健
セ
ン
タ
ー
）▽
栄
養
士
＝
江
口

尚
子（
同
部
南
保
健
セ
ン
タ
ー
）▽
准
看
護
師
＝

市
川
明
美（
同
部
南
保
健
セ
ン
タ
ー
）▽
保
健
師

＝
井
田
清
恵
、長
瀬
裕
美
子
、朝
鍋
佳
子
、本
田
か

お
り
、松
永
ふ
み（
同
部
南
保
健
セ
ン
タ
ー
）（
地

域
包
括
支
援
班
）▽
主
任
＝
浦
瀬
愼
子（
同
部
南

保
健
セ
ン
タ
ー
）▽
主
事
＝
脇
山
武
士（
同
部
南

保
健
セ
ン
タ
ー
）▽
保
健
師
＝
二
宮
加
生
里
、廣

川
久
美
子（
同
部
南
保
健
セ
ン
タ
ー
）【
北
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー
】▽
所
長
＝
庄
司
茂
夫（
同
部
北
保

健
セ
ン
タ
ー
所
長
）（
福
祉
保
健
班
）▽
参
事
兼
課

長
補
佐
＝
竹
森
健
一
郎（
教
委
学
校
教
育
課
）▽

係
長
＝
大
石
博
美（
同
部
北
保
健
セ
ン
タ
ー
）▽

主
任
＝
阿
比
留
孝
仁（
上
県
支
所
住
民
生
活
課
）、

木
寺
晃
三（
上
対
馬
支
所
地
域
振
興
課
）、原
野
和

幸
、小
島
清
香（
同
部
北
保
健
セ
ン
タ
ー
）▽
主
任

保
健
師
＝
須
川
真
千
代（
同
部
北
保
健
セ
ン
タ
ー
）

▽
主
事
＝
東
川
貴
彦（
上
県
支
所
住
民
生
活
課
）

▽
栄
養
士
＝
長
里
由
美
子（
同
部
北
保
健
セ
ン
タ

ー
）▽
保
健
師
＝
浅
利
千
里
、比
田
勝
陽
子（
同
部

北
保
健
セ
ン
タ
ー
）（
地
域
包
括
支
援
班
）▽
主
任

＝
福
島
と
よ
か
、荒
木
美
由
紀（
同
部
北
保
健
セ

ン
タ
ー
）▽
保
健
師
＝
磯
部
奈
奈（
同
部
北
保
健

セ
ン
タ
ー
）

《
観
光
商
工
部
》▽
理
事（
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
・

（株）
ま
ち
づ
く
り
厳
原
担
当
）＝
根
〆
憲
治（
同
部

理
事
）【
観
光
交
流
課
】▽
課
長
＝
川
本
治
源（
農

林
水
産
部
水
産
振
興
課
長
）（
観
光
班
）▽
副
参
事

兼
係
長
＝
村
井
英
哉（
同
課
・
県
観
光
連
盟
派
遣
）

（
自
然
共
生
班
）▽
主
任
＝
築
城
守
夫（
美
津
島
支

所
地
域
振
興
課
）【
商
工
課
】（
商
工
流
通
班
）▽
参

事
兼
課
長
補
佐《
観
光
物
産
協
会
派
遣
》三
宅
一

郎（
同
課
）、《
県
大
阪
事
務
所
派
遣
》平
山
哲
正（
同

部
観
光
交
流
課
）▽
主
任
＝
扇
撤
弥（
同
課
・
県
福

対
馬
市
人
事
異
動�

�
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岡
事
務
所
派
遣
）▽
主
事
＝
武
末
修
一（
農
林
水

産
部
水
産
振
興
課
）

《
農
林
水
産
部
》▽
部
長
・
昇
任
＝
小
島
憲
治（
建

設
部
北
部
建
設
事
務
所
長
）【
農
林
課
】▽
次
長
兼

課
長
・
昇
任
＝
廣
田
宗
雄（
同
課
長
）▽
主
幹（
農

林
振
興
班
担
当
）・
昇
任
＝
里
中
秀
明（
同
課
）（
農

林
振
興
班
）▽
課
長
補
佐
＝
佐
々
野
直
樹（
対
馬

地
方
局
農
林
水
産
部
）▽
係
長（
県
林
務
課
派
遣
）・

昇
任
＝
八
島
啓
介（
上
県
支
所
地
域
振
興
課
）（
農

林
土
木
班
）▽
副
参
事
兼
係
長
＝
佐
伯
正（
豊
玉

支
所
地
域
振
興
課
）▽
係
長
・
昇
任
＝
川
崎
仁（
同

課
）（
有
害
鳥
獣
対
策
班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝

神
宮
喜
仁（
建
設
部
管
理
課
）【
水
産
振
興
課
】▽

課
長
＝
尾
場
瀬
明（
建
設
部
建
設
課
長
）▽
主
事

＝
松
村
聡
也（
同
課
・
県
水
産
振
興
課
派
遣
）

《
建
設
部
》【
建
設
課
】▽
次
長
兼
課
長
・
昇
任
＝
川

上
司（
同
部
管
理
課
長
）（
建
設
班
）▽
副
参
事
兼

係
長
＝
佐
々
木
雅
仁（
同
部
都
市
計
画
課
・
市
街

地
再
開
発
組
合
派
遣
）、《
対
馬
地
方
局
派
遣
》主

藤
公
康（
同
課
）▽
係
長
・
昇
任
＝
阿
比
留
克
成（
同

課
・
対
馬
地
方
局
派
遣
）【
管
理
課
】▽
課
長
＝
飯

塚
実（
保
健
部
南
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）（
登
記
用

地
班
）▽
副
参
事
兼
係
長
＝
竹
本
忠
義（
農
林
水

産
部
農
林
課
）【
北
部
建
設
事
務
所
】▽
所
長
・
昇

任
＝
小
島
近（
総
務
部
入
札
契
約
課
長
）▽
主
幹

（
地
域
整
備
班
担
当
）＝
松
村
利
宏（
同
事
務
所
）

（
管
理
班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
永
野
清
利（
農

林
水
産
部
農
林
課
）、島
居
清
晴
、山
田
伸（
同
事

務
所
）

【
会
計
課
】▽
会
計
管
理
者
兼
課
長
・
昇
任
＝
森
田

健
一（
同
課
長
）▽
主
幹
＝
阿
比
留
富
美
子（
消
防

本
部
総
務
課
）▽
主
任
＝
惣
島
宏
法（
監
査
委
員

事
務
局
）

《
美
津
島
支
所
》▽
支
所
長
＝
内
田
洋（
市
民
生
活

部
理
事
）【
地
域
振
興
課
】▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝

中
村
三
喜（
建
設
部
都
市
計
画
課
）▽
主
任
＝
阿

比
留
正
博（
豊
玉
支
所
同
課
）▽
主
事
＝
脇
本
喜

代
子（
政
策
部
政
策
企
画
課
）、石
丸
真（
水
道
局

水
道
課
）【
住
民
生
活
課
】▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝

毛
越
純
一（
市
民
生
活
部
税
務
課
）、〔
昇
任
〕田
中

紀
幸（
同
課
）▽
主
任
＝
田
口
憲
一（
市
民
生
活
部

市
民
課
）、阿
比
留
美
香（
議
会
事
務
局
）、黒
岩
良

輝（
同
支
所
地
域
振
興
課
）、稲
垣
久
美
子（
総
務

部
総
務
課
）▽
主
事
＝
扇
哲
実（
観
光
商
工
部
商

工
課
）

《
豊
玉
支
所
》【
地
域
振
興
課
】▽
主
幹
・
昇
任
＝
梅

野
憲
治（
建
設
部
建
設
課
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐

＝
平
間
勝
博（
美
津
島
支
所
同
課
）▽
主
任
＝
手

束
修
二（
美
津
島
支
所
同
課
）、阿
比
留
雅
寿（
美

津
島
支
所
住
民
生
活
課
）【
住
民
生
活
課
】▽
主
任

＝
稲
垣
敏
弥（
美
津
島
支
所
同
課
）、小
島
太（
同

支
所
地
域
振
興
課
）▽
主
事
＝
酒
井
真
吾（
同
支

所
地
域
振
興
課
）

《
峰
支
所
》【
地
域
振
興
課
】▽
参
事
兼
課
長
補
佐
・

昇
任
＝
村
瀬
和
生（
同
課
）▽
副
参
事
兼
係
長
＝

仁
田
原
政
彦（
建
設
部
北
部
建
設
事
務
所
）▽
主

事
＝
飯
塚
舞（
美
津
島
支
所
同
課
）【
住
民
生
活
課
】

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
中
村
武
久（
上
県
支
所
同

課
）▽
主
事
＝
阿
比
留
高
政（
豊
玉
支
所
地
域
振

興
課
）

《
上
県
支
所
》▽
支
所
長
・
昇
任
＝
武
田
憲
次（
同

支
所
地
域
振
興
課
長
）【
地
域
振
興
課
】▽
課
長
＝

原
田
義
則（
同
支
所
仁
田
出
張
所
長
）▽
参
事
兼

課
長
補
佐
＝
春
日
亀
剛
一（
上
対
馬
支
所
同
課
）

▽
主
事
＝
須
川
直
人（
総
務
部
入
札
契
約
課
）【
住

民
生
活
課
】▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
古
場
公
章（
保

健
部
北
保
健
セ
ン
タ
ー
）▽
主
任
＝
福
田
和
美（
福

祉
部
福
祉
課
）【
仁
田
出
張
所
】▽
所
長
＝
青
j
廣

和（
峰
支
所
地
域
振
興
課
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐

＝
広
田
真
吏（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

《
上
対
馬
支
所
》【
地
域
振
興
課
】▽
主
幹
・
昇
任
＝

船
越
和
憲（
同
課
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
吉
野

吉
広（
建
設
部
北
部
建
設
事
務
所
）【
住
民
生
活
課
】

▽
参
事
＝
安
心
院
治
美（
同
支
所
琴
出
張
所
）▽

主
任
＝
國
分
茂
徳（
峰
支
所
同
課
）【
琴
出
張
所
】

▽
主
事
＝
竹
内
亮
介（
同
支
所
住
民
生
活
課
）

《
水
道
局
》【
水
道
課
】▽
次
長
兼
課
長
・
昇
任
＝
一

宮
英
久（
同
課
長
）（
管
理
班
）▽
参
事
＝
八
坂
マ

チ
ヨ（
市
民
生
活
部
税
務
課
）（
業
務
班
）▽
参
事

（
豊
玉
支
所
住
民
生
活
課
併
任
）＝
斎
藤
寶
三（
同

課
豊
玉
支
所
駐
在
）、（
上
対
馬
支
所
住
民
生
活
課

併
任
）＝
園
田
治
盟（
同
課
上
対
馬
支
所
駐
在
）▽

参
事
兼
課
長
補
佐（
峰
支
所
住
民
生
活
課
併
任
）

＝
永
留
泉（
同
課
峰
支
所
駐
在
）、（
豊
玉
支
所
住

民
生
活
課
併
任
）＝
小
田
康
智（
同
課
豊
玉
支
所

駐
在
）▽
課
長
補
佐（
上
県
支
所
住
民
生
活
課
併

任
）＝
土
肥
熊
男（
同
課
上
県
支
所
駐
在
）▽
副
参

事（
上
対
馬
支
所
住
民
生
活
課
併
任
）＝
御
手
洗

康
成（
同
課
上
対
馬
支
所
駐
在
）、（
美
津
島
支
所

住
民
生
活
課
併
任
）＝
梯
敬
治（
同
課
美
津
島
支

所
駐
在
）、▽
主
任（
上
県
支
所
住
民
生
活
課
併
任
）

＝
阿
比
留
隆
義（
同
課
上
県
支
所
駐
在
）▽
主
事

（
美
津
島
支
所
住
民
生
活
課
併
任
）＝
黒
岩
大
作

（
同
課
美
津
島
支
所
駐
在
）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】【
総
務
課
】▽
副
参
事
＝

三
原
真
弓（
生
涯
学
習
課
）(

南
地
区
教
育
事
務
所)

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
桐
谷
雅
宣（
市
民
生
活
部

税
務
課
）▽
北
幼
稚
園
教
諭
＝
一
宮
美
津
恵（
厳

原
幼
稚
園
）▽
厳
原
幼
稚
園
教
諭
＝
和
久
昭
枝（
北

幼
稚
園
）(

中
地
区
教
育
事
務
所)

▽
所
長
・
昇
任

＝
浦
田
一
徳（
豊
玉
支
所
住
民
生
活
課
）▽
副
参

事
兼
係
長
・
昇
任
＝
佐
護
篤
哉（
同
事
務
所
）▽
東

小
学
校
用
務
員
＝
佐
伯
和
美（
西
小
学
校
）▽
西

小
学
校
用
務
員
＝
永
留
弘
惠（
東
小
学
校
）【
学
校

教
育
課
】▽
課
長
・
昇
任
＝
倉
田
登
勝（
同
課
）（
学

務
班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
古
里
正
人（
峰
支

所
住
民
生
活
課
）（
指
導
班
）▽
課
長
補
佐
兼
主
任

指
導
主
事
・
昇
任
＝
永
留
和
博（
同
課
）▽
指
導
主

事
＝
古
藤
省
吾（
対
馬
教
育
事
務
所
指
導
課
）、西

山
篤（
同
課
）、古
藤
睦
仁（
市
立
佐
須
奈
小
学
校
）、

坂
本
宗
洋（
諫
早
市
立
諫
早
中
学
校
）【
生
涯
学
習

課
】▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
平
江
俊
哉（
峰
地
区

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
兼
峰
地
区
公
民
館
）▽
副
参

事
兼
係
長
＝
扇
博
祝（
政
策
部
政
策
企
画
課
）▽

主
任（
青
年
の
家
派
遣
）＝
原
田
真
大（
峰
地
区
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
兼
峰
地
区
公
民
館
）▽
主
事
＝

小
宮
憲
司（
同
課
・
青
年
の
家
派
遣
）（
厳
原
地
区

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）▽
所
長
兼
厳
原
地
区
公
民

館
長
兼
つ
し
ま
図
書
館
長
＝
内
山
宗
雄（
同
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
同
公
民
館
長
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐

兼
厳
原
地
区
公
民
館
参
事
兼
課
長
補
佐
・
昇
任
＝

井
田
喜
啓（
同
セ
ン
タ
ー
兼
同
公
民
館
）▽
主
事

兼
つ
し
ま
図
書
館
主
事
＝
酒
井
孝
史（
豊
玉
地
区

同
セ
ン
タ
ー
兼
豊
玉
地
区
公
民
館
）（
豊
玉
地
区

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）▽
主
事
兼
豊
玉
地
区
公
民

館
主
事
＝
吉
村
貴
志（
厳
原
地
区
同
セ
ン
タ
ー
兼

つ
し
ま
図
書
館
）（
峰
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
峰
地
区
公
民
館
参
事
兼

課
長
補
佐
＝
井
村
定
則（
同
課
）▽
参
事
兼
峰
地

区
公
民
館
参
事
＝
大
石
静
美（
総
務
課
）【
文
化
財

課
】▽
副
参
事
兼
係
長
・
昇
任
＝
阿
比
留
伴
次（
同
課
）

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝

内
山
波
恵（
上
県
支
所
仁
田
出
張
所
）

【
議
会
事
務
局
】▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
阿
比
留

保（
豊
玉
支
所
地
域
振
興
課
）▽
主
任
＝
米
田
里

美（
峰
支
所
地
域
振
興
課
）

【
監
査
委
員
事
務
局
】▽
局
長
・
昇
任
＝
阿
比
留
義

邦（
市
民
生
活
部
税
務
課
長
）▽
主
事
＝
小
宮
嘉

月（
保
健
部
保
険
課
）

【
消
防
本
部
】▽
消
防
司
令
＝
阿
比
留
健（
消
防
司

令
長
）【
総
務
課
】▽
主
幹
兼
本
署
総
務
課
主
幹
・

昇
任
＝
山
田
穂
積（
同
課
）▽
消
防
士
＝
吉
永
智

祐
、津
野
裕
司
、飯
野
聡（
新
採
）【
通
信
課
】▽
課

長
＝
波
田
明（
空
港
出
張
所
長
）【
予
防
課
】▽
課

長
兼
本
署
予
防
課
長
＝
平
山
年
春（
同
課
）【
本
署
】

▽
署
長
兼
本
部
警
防
課
長
＝
永
留
正
司（
本
部
警

防
課
長
兼
通
信
課
長
兼
本
署
副
署
長
）▽
総
務
課

長
＝
竹
中
英
文（
同
署
警
防
課
長
）▽
副
署
長
兼

警
防
課
長
＝
原
昇
一（
同
署
予
防
課
長
）▽
総
務

課
総
務
班
副
参
事
兼
係
長
・
昇
任
＝
修
行
武
智（
同

課
）〔
美
津
島
出
張
所
〕（
予
防
班
）▽
参
事
兼
課
長

補
佐
・
昇
任
＝
島
本
満
臣（
同
所
）（
警
防
班
）▽
副

参
事
兼
係
長
・
昇
任
＝
井
浩（
同
所
）（
庶
務
班
）▽

参
事
＝
平
江
光
男（
空
港
出
張
所
）〔
峰
出
張
所
〕

（
予
防
班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
・
昇
任
＝
小
田
浩

生（
同
所
）〔
上
県
出
張
所
〕（
警
防
班
）▽
副
参
事

兼
係
長
・
昇
任
＝
佐
護
安
生（
同
所
）〔
空
港
出
張

所
〕▽
所
長
＝
吉
田
有
慶（
本
署
署
長
兼
本
部
予

防
課
長
消
防
司
令
長
）（
庶
務
班
）▽
副
参
事
＝
竹

内
勇
人（
美
津
島
出
張
所
）



�

10

　
３
月
10
日
、
対
馬
市
交
流
セ
ン

タ
ー
で
、市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
ツ

シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
を
語
る
夕
べ
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
専
門
家
を
交
え
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ

コ
に
つ
い
て
気
軽
に
話
し
合
う
こ

と
で
、
保
護
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
環
境
省
、
長

崎
県
、
対
馬
市
の
主
催
で
行
わ
れ

約
２
０
０
名
の
市
民
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
参
加
者
は
、
「
ヤ
マ
ネ
コ
を
守

る
」「
ヤ
マ
ネ
コ
と
暮
ら
す
」「
ヤ

マ
ネ
コ
を
増
や
す
」
「
ヤ
マ
ネ
コ

と
未
来
を
過
ご
す
」
の
４
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　「
ヤ
マ
ネ
コ
と
未
来
を
過
ご
す
」

の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
大
船
越
小
学

校
４
年
生
と
　
知
中
学
校
１
年
生

が
環
境
学
習
で
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ

の
生
態
や
減
少
の
要
因
な
ど
に
つ

い
て
学
ん
だ
内
容
を
寸
劇
や
映
写

機
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
発
表

し
、
車
の
運
転
に
気
を
つ
け
る
こ

と
な
ど
を
大
人
へ
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

　
そ
の
後
全
体
会
で
、
各
グ
ル
ー

プ
が
話
し
合
い
の
結
果
を
持
ち
寄

り
発
表
し
ま
し
た
。
全
体
会
の
司

会
を
務
め
た
（
財
）
日
本
動
物
愛

護
協
会
の
中
川
志
郎
理
事
長
は

「
市
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企
業
、

行
政
が
協
力
し
て
２
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た
「
舟
志
の
森
づ
く
り
」
活

動
は
、
連
携
の
大
き
な
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
も
の
で
、
こ
の
活
動
を
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
ヤ
マ
ネ
コ
と
人

間
と
の
共
生
に
つ
な
が
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
会
議
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　県内の宿泊施設を対象に、おもてなしのレベルを向上

させ魅力ある宿泊施設を創出しようと長崎県が実施した

平成18年度「長崎おもてなしの宿創出事業」で、1年間に

わたって専門家の研修を受け合格した市内の8施設（上

対馬荘、対馬グランドホテル、万松閣、ホテル金石館、

ホテル空港イン、ホテル対馬、丸屋ホテル、柳屋ホテル）

に対し、修了証と推奨楯が手渡されました。

　合格した施設は、（社）長崎県観光連盟の「長崎おも

てなし推奨の宿」として、ホームページやパンフレット

等により積極的にＰＲされます。

　同事業では、16年度に佐世保・平戸松浦・壱岐地域

で23施設、17年度には島原・小浜・雲仙・五島地域で

40施設が推奨されています。18年度は対馬地域のほか、

長崎・諫早・大村地域で実施されました。

　3月6日、美津島町　知の対馬家畜市場で今年初

めてとなる家畜市が開催されました。家畜市には、

島内の生産者が育てた肉用牛78頭（子牛73頭、成

牛5頭）が競りに出され、島外の業者、島内の生

産者らによって次々に競り落とされました。価格

は高値で推移し、売買総額は28,823,550円でし

た。なお、1頭の最高額は、褐毛和種の子牛（去

勢）の516,600円でした。　
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　3月14日、美津島町大山地区に伝わる伝統行事「弓

射り神事」が行われました。

　この神事は毎年旧暦の1月25日に、地区の小学校就

学前の男の子（長男）が弓を射って、子どもたちの健

やかな成長と地区の安全・発展を願うものです。

　今年、弓射りの役目を務めたのは島雄太陽くん（4

つ）と小田優海くん（６つ）の2人。優海くんは次男

ですが、地区の子どもの減少により出場となりました。

　近所の人達が見守る中、晴着に身を包んだ2人は、

父親の助けを借りて弓を引き、和紙で作られた直径約

1.5メートルの的にめがけて9本の矢を放ちました。

　矢が的に当たるたびに周囲から歓声が上がりました。

　
厳
原
町
豆
酘
地
区
に
伝
わ
る
赤

米
神
事
の
ひ
と
つ
、
「
頭
受
け
」

が
、
２
月
27
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

赤
米
神
事
は
、
頭
仲
間
と
呼
ば
れ

る
集
団
に
よ
っ
て
１
年
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
る
赤
米
を
祀
り
栽
培

す
る
神
事
で
す
。

　「
頭
受
け
」
は
、こ
の
行
事
の
中

で
も
中
心
と
な
る
も
の
で
、
旧
暦

１
月
10
日
の
夜
か
ら
翌
朝
に
か
け

て
行
わ
れ
る
受
頭
役
交
代
の
行
事

で
す
。
頭
役
家
の
奥
座
敷
の
天
井

に
吊
さ
れ
た
赤
米
の
入
っ
た
ご
神

体
の
俵
が
下
ろ
さ
れ
、
担
ぎ
手
に

背
負
わ
れ
て
次
の
受
頭
役
家
に
運

ば
れ
ま
す
。

　
以
前
は
、
数
多
く
い
た
頭
仲
間

も
、
過
疎
化
や
行
事
へ
の
負
担
な

ど
を
理
由
に
減
少
し
、
今
年
は
主

藤
公
敏
さ
ん
（
56
歳
）
の
１
戸
だ

け
と
な
っ
た
た
め
、
今
年
の
神
事

で
は
、
主
藤
家
を
出
た
ご
神
体
は

近
所
を
練
り
歩
い
た
あ
と
、
再
び

主
藤
家
へ
戻
り
、
同
座
敷
の
天
井

に
吊
さ
れ
ま
し
た
。

　
存
続
の
危
機
に
あ
る
赤
米
神
事

で
す
が
、
唯
一
の
「
頭
仲
間
」
と

な
っ
た
主
藤
公
敏
さ
ん
は
、
「
毎

年
は
出
来
な
い
に
し
て
も
、
伝
統

を
守
る
た
め
２
年
か
３
年
に
１
回

で
も
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　3月1日、厳原町宮谷の小島ハルヱさんが99歳を

迎え、市長から敬老祝い金を添えて褒状が贈られ

ました。

　今も自宅にお住まいの小島さんは、元気の秘訣

を尋ねられると「何でも好き嫌いなく食べる事」

と笑顔で答えていました。特にウナギやすき焼き

が大好きだそうです。それと畑仕事など外で汗を

かく事だそうです。
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あ
か

ご
め

と
う

と
う

ま
つ

う
け
と
う

深夜行われる「頭受け」�

天
井
か
ら
下
ろ
さ
れ
背
負
わ
れ
る
ご
神
体
の
米
俵
。�

重
さ
は
約
60�
kg
�

行事を伝える「頭仲間」が1戸へ減少�
　存続の危機の中行われた赤米神事（豆酘）�

子どもの健やかな成長と地区発展を願って子どもの健やかな成長と地区発展を願って�
大山の弓射り神事�

子どもの健やかな成長と地区発展を願って�
大山の弓射り神事�

行事を伝える「頭仲間」が1戸へ減少�
　存続の危機の中行われた赤米神事（豆酘）�

とう�

�

たいよう

ゆう め

小
宮
ハ
ル
ヱ
さ
ん（
厳
原
町
宮
谷
）�

お やま

お            やまやま�お      やま�



　
国
際
交
流
を
通
し
て
相
互
理
解

と
友
好
親
善
の
促
進
に
貢
献
し
て

い
る
学
校
・
団
体
を
表
彰
す
る
西

日
本
国
際
財
団
の
第
２
回
ア
ジ
ア

k
i
d
s
大
賞
に
、
美
津
島
町
の

　
知
中
学
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　
知
中
学
校
は
、
平
成
５
年
に

韓
国
釜
山
市
の
影
島
区
に
あ
る
新

仙
中
学
校
と
姉
妹
校
関
係
を
締
結

以
来
、
途
絶
え
る
こ
と
な
く
14
年

間
に
わ
た
っ
て
相
互
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
な
ど
の
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
会
の
専
門
部
組
織
と

し
て
国
際
理
解
部
を
設
置
し
、
諸

外
国
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
な

活
動
を
日
常
的
に
行
っ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
活
動
が
評
価
さ
れ
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
、
3
月
8
日
福
岡
市

で
行
わ
れ
生
徒
代
表
の
２
名
（
俵

勝
之
く
ん
と
武
宮
七
穂
さ
ん
）
が

活
動
体
験
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
国
際
理
解
部
の
前
年
度
部
長
の

　
川
真
依
さ
ん（
３
年
）は
、「
最
初

は
壁
が
あ
る
と
感
じ
て
い
た
韓
国

に
対
し
て
親
し
み
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
交
流
を
通
し

て
の
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
度
で
の
閉
校
が
決
ま

っ
た
厳
原
町
の
久
田
小
学
校
内
山

分
校
で
3
月
18
日
、
最
後
の
卒
業

式
と
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
内
山
分
校
は
、
明
治
20
年
「
簡

易
内
山
小
学
校
」
と
し
て
創
立
さ

れ
て
以
来
、
1
1
9
年
の
歴
史
を

歩
ん
で
来
ま
し
た
。
昭
和
27
年
に

は
現
在
の
校
舎
の
落
成
と
同
時
に

中
学
校
も
併
設
さ
れ
、
最
盛
期
に

は
児
童
・
生
徒
70
数
名
が
在
籍
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
5
年
に
中

学
校
が
閉
校
。
今
年
度
は
４
名
の

小
学
生
（
６
年
１
人
、
4
年
１
人
、

１
年
２
人
）
を
数
え
る
ま
で
と
な

り
ま
し
た
。
同
校
で
は
、
正
式
な

卒
業
者
名
簿
が
残
っ
て
い
る
昭
和

22
年
度
以
降
だ
け
で
も
、
２
９
６

名
の
卒
業
生
が
旅
立
っ
て
い
ま
す
。

　
閉
校
式
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
卒

業
式
で
は
、
最
後
の
卒
業
生
と
な

っ
た
内
山
美
優
さ
ん
に
、
中
村
幹

男
校
長
か
ら
卒
業
証
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
将
来
は
ケ
ー
キ
屋
さ

ん
に
な
り
た
い
と
い
う
美
優
さ
ん

は
「
矢
立
山
と
大
鳥
毛
山
の
頂
上

に
登
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
久
田
中
学
校
で
は
勉
強

や
部
活
を
頑
張
り
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
開
か
れ
た
閉
校
式
に
は
、

地
域
住
民
ら
約
１
０
０
名
が
出
席

し
ま
し
た
。
松
村
市
長
に
よ
る
式

辞
に
続
き
、
内
山
地
区
の
阿
比
留

睦
男
区
長
が
「
長
い
歴
史
に
幕
を

下
ろ
す
こ
と
に
な
り
、
や
は
り
寂

し
い
思
い
が
し
ま
す
。
数
年
が
経

っ
た
時
、
学
校
を
統
合
し
て
良
か

っ
た
と
思
え
る
日
が
一
日
も
早
く

来
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。」と
挨
拶
。

そ
し
て
最
後
の
児
童
４
名
が
「
内

山
分
校
で
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

作
り
ま
し
た
。
学
校
で
学
ん
だ
こ

と
を
大
切
に
し
て
、
久
田
小
学
校
、

中
学
校
に
行
っ
て
も
頑
張
り
ま

す
。
」
と
宣
言
し
、最
後
に
出
席
者

全
員
で
校
歌
を
唄
い
、
長
い
歴
史

を
刻
ん
だ
思
い
出
深
い
分
校
と
の

最
後
の
別
れ
を
行
い
ま
し
た
。
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14年間にわたる国際交流が評価されました�

　知中学校のみなさん　左から小島徳重校長、�
俵勝之くん（中2）、松村市長、　川真依さん（中3）、�
国際交流担当の池ノ下祐子先生�

表彰式で発表を行う�
武宮七穂さん�

卒業証書を受け取る分校最後の卒業生�
内山美優さん�

閉校式で最後の校歌斉唱�

分校最後の児童（左から）内山美優さん6年、�

内山紗緒里さん1年、木和田湧己くん1年、�

木和田彬仁くん4年�
あきひと�

�

ゆうき�

�
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９
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史
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校
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９
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史
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久
田
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９
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史
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３
月
３
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日
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後
の
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閉
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を
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行

最
後
の
卒
業
式
と
閉
校
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日
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閉
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行�
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中
学
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西
日
本
国
際
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団
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西
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ア
ジ
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ア
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k
i
d

k
i
d
s 

大
賞
を
受
賞

大
賞
を
受
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知
中
学
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が
西
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本
国
際
財
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ア
ジ
ア
k
i
d
s 

大
賞
を
受
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３
月
12
日
、
対
馬
南
交
通
少
年

団
豊
玉
分
団
の
入
・
退
団
式
が
豊

玉
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
同
分
団
は
、
豊
玉
小
学
校
に
通

学
す
る
５
、
６
年
生
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
交
通
少
年
団
と
し
て

活
動
し
て
い
る
の
は
県
内
で
も
わ

ず
か
４
地
区
だ
け
で
、
入
団
者
に

は
団
員
証
と
制
服
が
貸
与
さ
れ
ま

す
。

　
式
で
は
、
入
退
団
者
全
員
に
対

馬
南
地
区
交
通
安
全
協
会
の
和
田

局
長
と
母
の
会
の
平
山
会
長
よ
り
、

記
念
品
と
手
作
り
の
交
通
安
全
飾

り
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
分
団
長
に
任
命
さ
れ
た
中
谷

空
く
ん
は
「
交
通
の
決
ま
り
を
守

り
、
他
の
模
範
と
な
る
よ
う
努
め

ま
す
」
と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　
３
月
３
日
、
上
対
馬
町
舟
志
地

区
で
「
集
落
座
談
会
」
が
開
催
さ

れ
、
区
民
約
30
人
が
参
加
。
「
里

地
里
山
」
「
食
と
農
」
「
舟
志
の

魅
力
」
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
地
区
は
、
島
内
で
も
有
数
な

ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の
生
息
地
で
あ

り
、
会
で
は
自
然
と
の
共
生
、
舟

志
区
独
自
の
食
文
化
、
こ
れ
ま
で

の
歴
史
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。２
月
に
は「
舟

志
の
森
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
を

発
足
さ
せ
る
な
ど
、
地
区
住
民
の

郷
土
に
対
す
る
力
強
い
意
識
の
高

さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
２
月

24
日
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
番
組

「
真
打
ち
競
演
」
の
収
録
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
出
演
し
た
の
は
、
コ
ン
ト
の
チ

ャ
ー
リ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
、
漫
談
の

ケ
ー
シ
ー
高
峰
、
ぴ
ろ
き
、
漫
才

の
昭
和
の
い
る
・
こ
い
る
、
落
語

の
橘
屋
圓
太
郎
、
柳
家
さ
ん
喬
の

６
組
で
、
出
演
者
の
軽
快
な
話
術

に
、
会
場
は
終
始
笑
い
声
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
下
旬
、
市
内
の
養
鶏
場
全

域
で
消
毒
薬
の
散
布
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
国
内
に
お
け
る
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
を
踏

ま
え
、
長
崎
県
の
命
令
に
よ
り
予

防
措
置
が
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、

養
鶏
場
周
辺
に
消
石
灰
を
散
布
し

ま
し
た
。

　
３
月
18
日
、
卒
業
を
控
え
た
鶏

鳴
小
学
校
６
年
生
児
童
が
保
護
者

と
協
力
し
て
、
校
門
の
入
口
に
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め
ま
し
た
。

　
母
校
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
ま
た
同
級
生
が
集
ま
る

機
会
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
カ
プ

セ
ル
に
は
二
十
歳
に
な
っ
た
自
分

へ
の
手
紙
、
親
か
ら
の
手
紙
、
時

間
割
表
に
ク
ラ
ス
便
り
な
ど
の
思

い
出
の
品
々
が
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
開
封
さ
れ
る
の
は
、
成
人
式
の

前
日
、
午
後
１
時
の
予
定
で
す
。

　
２
月
25
日
、
上
対
馬
町
比
田
勝

港
で
海
上
自
衛
隊
の
ミ
サ
イ
ル
艇

「
し
ら
た
か
」
が
一
般
公
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
上
対
馬
で
の
ミ
サ
イ
ル
艇
一
般

公
開
は
、
日
本
海
海
戦
百
周
年
記

念
事
業
以
来
、
１
年
９
ヶ
月
ぶ
り

で
す
。

　「
し
ら
た
か
」は
長
崎
県
佐
世
保

地
方
隊
所
属
で
総
ト
ン
数
２
百
ト

ン
、
平
成
16
年
に
就
役
し
日
本
全

国
で
９
隻
あ
る
ミ
サ
イ
ル
艇
の
内

の
１
隻
で
す
。「
海
上
の
も
し
も
」

に
備
え
た
沿
岸
防
備
、
哨
戒
を
任

務
と
し
て
い
ま
す
。

　
重
厚
な
船
体
の
迫
力
に
訪
れ
た

観
客
は
驚
嘆
し
た
様
子
で
し
た
。
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昭和のいる・こいる�



�

14

　
第
20
回
対
馬
豆
酘
の
里
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
が
、
晴
天
の
３
月
11

日
に
島
内
外
か
ら
約
６
２
０
名
が

参
加
し
て
、
厳
原
町
豆
酘
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
誰
で
も
気
軽
に

参
加
し
て
も
ら
お
う
と
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
種
目
も
あ
り
、
小
さ
な
お
子

さ
ん
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
赤
ち
ゃ
ん

を
乗
せ
た
家
族
連
れ
や
小
中
学
生

な
ど
が
、
早
春
の
豆
酘
集
落
の
風

景
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
各
部
門
３
位
ま
で

の
表
彰
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
20

回
大
会
を
記
念
し
て
、
男
女
の
最

高
齢
参
加
者
と
今
年
20
歳
の
参
加

者
４
人
に
特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
完
走
賞
と
し
て
、
同
大
会

実
行
委
員
ら
が
企
業
や
個
人
に
お

願
い
し
て
協
賛
し
て
も
ら
っ
た
様

々
な
品
物
が
、
完
走
者
全
員
に
着

順
札
と
引
き
換
え
に
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
賞
品
を
受
け
取
っ
た
参
加
者
の

中
に
は
、
灯
油
や
し
い
た
け
の
ホ

ダ
木
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
い
賞
品

に
歓
声
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

　
各
部
門
３
位
ま
で
、
敬
称
略

▽
８
㎞《
一
般
男
子
》①
日
高
久
朋

26
分
33
秒
②
佐
々
木
隆
行
26
分
59

秒
③
島
本
大
地
27
分
54
秒
《
一
般

女
子
》
①
中
村
さ
つ
き
43
分
49
秒

②
日
高
政
枝
44
分
20
秒
※
参
加
２

名
の
た
め
２
位
ま
で
▽
4.4
㎞
《
一

般
男
子
》
①
板
良
敷
剛
15
分
29
秒

②
川
瀬
泰
介
15
分
39
秒
③
吉
田
勝

実
16
分
13
秒《
一
般
女
子
》①
田
村

望
16
分
52
秒
②
金
成
育
実
16
分
58

秒
③
岩
崎
未
樹
18
分
８
秒
《
中
学

生
男
子
》
①
川
邊
裕
太
郎
14
分
51

秒
②
小
島
隆
寛
15
分
14
秒
③
上
野

慎
司
15
分
16
秒
《
中
学
生
女
子
》

①
川
上
菜
月
16
分
35
秒
②
阿
比
留

優
17
分
46
秒
③
神
宮
葵
18
分
57

秒
《
小
学
生
高
学
年
男
子
》①
早
田

太
一
14
分
55
秒
②
松
原
弘
輝
16
分

５
秒
③
久
間
大
樹
16
分
33
秒
《
小

学
生
高
学
年
女
子
》
①
阿
比
留
瞳

19
分
11
秒
②
横
山
七
海
19
分
12
秒

③
松
原
由
希
19
分
54
秒
《
小
学
生

低
学
年
男
子
》
①
齋
藤
輝
19
分
11

秒
②
渡
辺
裕
貴
19
分
25
秒
③
渡
辺

駿
輔
19
分
50
秒
《
小
学
生
低
学
年

女
子
》
①
原
田
莉
帆
20
分
33
秒
②

網
本
さ
や
22
分
22
秒
③
海
貝
野
々

花
23
分
32
秒

　3月4日、大村市武道館で開かれた第27回空手

道選手権大会（大村市空手道連盟主催）で、対馬

糸東流空手道場が４つのメダルを獲得するなど活

躍しました。

　大会には県内から約120名の選手が参加し熱戦

が繰り広げられました。

　同道場は磯部勝啓師範の「強い子どもになって

ほしい」との信念の指導のもと、厳原、美津島の

子ども達27名が在籍し、大船越小学校体育館、厳

原町久田のありあけ会館で週2回の練習と夏合宿、

寒稽古などの活動を行っています。

型の部�

▽中学生 　　　：　　早田真悟（大船越中２年）

▽小学５・６年生：　　 小田隆輝（大船越小５年）

▽小学３・４年生：4位　桐谷洋一郎（久田小４年）
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たか てる

組手の部�

▽小学５・６年生：　　井上章太（大船越小６年）

▽小学３・４年生：　　小田魁人（大船越小３年）
かい と

しょうた

主な成績（敬称略）�

かつ のぶ

賞
品
に
喜
ぶ
参
加
者�

地
域
手
づ
く
り
の
大
会
も

地
域
手
づ
く
り
の
大
会
も
20
年
に
な
り
ま
し
た

年
に
な
り
ま
し
た�

　  
〜
豆
酘
の
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
〜

〜
豆
酘
の
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
〜�
地
域
手
づ
く
り
の
大
会
も
20
年
に
な
り
ま
し
た�

　  
〜
豆
酘
の
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
〜�

第2727回空手道選手権大会回空手道選手権大会（大村市）（大村市）で4つのメダルを獲得つのメダルを獲得�
� 対馬糸東流空手道場対馬糸東流空手道場�
第27回空手道選手権大会（大村市）で4つのメダルを獲得�
� 対馬糸東流空手道場�

銀

銅 銀

銅



　3月4日、美津島体育館で第33回美津島町剣道大

会が開催され、小・中学生合わせて44人が参加し、

日頃の練習の成果を競いました。結果は以下のとお

りです。

●団体戦

　▼小学生低学年の部①鶏鳴Ａ②鶏鳴Ｂ③今里Ａ

　▼小学生高学年の部①今里②鶏鳴③大船越

　▼中学生の部①今里②大船越③　知

●個人戦（敬称略）

　▼小学生1・2年生の部①森壮志②西山千也③森

　比呂▼小学生3・4年生の部①森民生②岩見優衡

　③西山愛海▼小学生5・6年生の部①西山慎秀②

　財部直幸③日下部直也▼小学生女子の部①川上萌

　々花②森千恵③北村芹菜▼中学生男子の部①西山

　涼介②森山翼③宮崎泰陽▼中学生女子の部①小嶋

　麻衣子②吉野みなみ③西山結花

　3月1日、上対馬町大浦の県立上対馬高等学校で

卒業式が行われ、63人の卒業生が新たな旅立ちを

迎えました。3年間の高校生活を終えた思い出いっ

ぱいの卒業生。その表情からは充実した高校生活を

過ごしていたことが感じ取れました。

　これから始まる新しい生活の中で、高校生活で培

った経験を胸に頑張ってください。

　
２
月
25
日
、
上
県
町
佐
護
の
椋

梨
農
道
で
第
10
回
上
県
町
ジ
ュ
ニ

ア
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
（
上
県
町

青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
主

催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
上
県
町
内
の
小
学

１
年
生
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で
の

男
女
１
９
３
名
が
参
加
し
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

　
沿
道
か
ら
の
熱
い
声
援
を
受
け
、

子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
の

快
走
を
見
せ
、
５
つ
の
新
記
録
も

飛
び
出
し
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
後
に
は
保
護
者
が
準
備

し
た
豚
汁
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
レ
ー
ス
が
終
わ
り
冷
え

切
っ
た
体
を
温
め
な
が
ら
親
睦
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

※
大
会
結
果
（
敬
称
略
）

▽
小
１
女
子
①
松
村
奈
南
3
分
55

秒
②
小
宮
里
菜
3
分
57
秒
③
大
石

珠
梨
4
分
23
秒
▽
同
男
子
①
糸
瀬

彪
喜
3
分
33
秒
②
佐
護
将
己
3
分

36
秒
③
平
山
雄
貴
3
分
37
秒
▽
小

２
女
子
①
惣
島
未
敏
3
分
15
秒
②

原
田
愛
絵
理
3
分
21
秒
③
中
村
圭

3
分
21
秒
▽
同
男
子
①
白
石
翔
樹

3
分
04
秒
②
内
山
圭
悟
3
分
05
秒

③
西
山
涼
3
分
06
秒
▽
小
３
女
子

①
早
田
菜
々
子
3
分
07
秒
②
佐
伯

麻
美
3
分
08
秒
③
島
居
沙
耶
3
分

08
秒
▽
同
男
子
①
小
川
孔
嵩
3
分

47
秒
②
阿
比
留
悠
人
4
分
01
秒
③

西
山
翔
4
分
25
秒
▽
小
４
女
子
①

小
宮
あ
か
り
3
分
35
秒
②
白
石
燦

来
3
分
40
秒
③
豊
田
奈
央
3
分
40

秒
（
以
上
大
会
新
）
▽
同
男
子
①

阿
比
留
和
弘
3
分
28
秒
（
新
）
②

中
村
祐
太
3
分
37
秒
③
木
村
幸
太

3
分
41
秒
▽
小
５
女
子
①
糸
瀬
朱

那
4
分
28
秒
②
糸
瀬
奈
々
4
分
29

秒
③
糸
瀬
里
奈
4
分
41
秒
▽
同
男

子
①
阿
比
留
泰
貴
5
分
29
秒
②
春

田
勇
馬
5
分
30
秒
③
高
田
雄
大
5

分
42
秒
▽
小
６
女
子
①
阿
比
留
絵

里
4
分
23
秒
②
糸
瀬
未
来
4
分
27

秒
③
山
口
真
奈
4
分
29
秒
▽
同
男

子
①
大
石
公
祐
5
分
47
秒
②
丸
尾

綾
太
5
分
48
秒
③
小
宮
雄
大
5
分

53
秒
▽
中
１
女
子
①
港
杏
奈
7
分

18
秒（
新
）②
阿
比
留
理
沙
7
分
28

秒
③
神
宮
ま
や
7
分
59
秒
▽
同
男

子
①
板
山
航
太
10
分
58
秒
②
仁
田

原
大
剛
11
分
26
秒
③
高
野
未
智
耶

12
分
02
秒
▽
中
２
女
子
①
岩
佐
麻

衣
8
分
11
秒
②
岡
部
彩
8
分
11
秒

③
武
田
早
妃
8
分
13
秒
▽
同
男
子

①
土
肥
啓
人
10
分
01
秒
②
瀧
本
泰

敬
10
分
05
秒
③
國
分
力
弥
10
分
23

秒
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美津島町剣道大会�美津島町剣道大会�

上対馬高等学校卒業式�上対馬高等学校卒業式�

上
県
町
ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

上
県
町
ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会�

　
　
　
　
　
　
〜
１
９
３
名
が
健
脚
を
競
う
〜

　
　
　
　
　
　
〜
１
９
３
名
が
健
脚
を
競
う
〜�
上
県
町
ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会�

　
　
　
　
　
　
〜
１
９
３
名
が
健
脚
を
競
う
〜�

む
く

な
し



成　修真�国際交流員�
ソ ン　　　   ス ジ ン �

�

�

�

�

　対馬の皆さん！アンニョンハセヨ～！�

　今月から私が韓国の“ホット”な情報をお届けし�

ます。宜しくお願いしま～す！�

　第１回目の今回は韓国人のロマンチックな一面を

垣間見ることができるユニークな記念日についてご

紹介します。�

　韓国人は大の記念日好きで、様々な記念日を決め

て一年中楽しんでいます。その代表的なものが毎月

14日を恋の記念日とするフォーティーンデーです

（下の表を参照してください）。�

　例えば今月14日は「ブラックデー」。バレンタ

インデーやホワイトデーでも恋人ができなかった男�

女が一緒にチャザンミョン（麺の上に豚肉、玉葱、�

生姜、甜麺醤を煮込んだスープを載せて食べる真っ�

黒な韓国式中華料理）を食べに行きます。更に、身�

に付けるものも、口にするものも黒で統一するのが�

決まりです。ブラックデーに一緒に食事をした者同�

士、お互いの寂しさを慰め合いながら愛が生まれる�

こともあるとか。�

　5月14日は「ローズデー」。恋人に愛を象徴する

赤い薔薇の花をあげる日です。ただし！！これは恋

人がいる人の話です。恋人がいない人々は「イエロ

ーデー」。その名の通り、身に付けるものも食べる

もの（カレー）も黄色いものにします。春を象徴す

る黄色い色で恋愛運をアップさせ、恋人をつくろう

というイベントです。幸せいっぱいのカップルが街

に溢れるなか、シングルの寂しい気持ちを励まそう

として同じ日にイエローデーを考案した人の優しい

心遣いが伺えますね。�

　フォーティーンデーの他にも、日本人が仰天する�

記念日があります。恋人同士が付き合い始めてから�

の日数を数え、100日目、200日目、1000日目等

々を記念日として祝うのです。二人でプレゼントを

贈り合ったり、友達を招いてパーティをしながら、

今後の変わらない愛を祈ります。この日、お揃いの

ペアルックを買うカップルもいます。もちろん、結

婚記念日もきっちり祝いますよ。�

　韓国人はダイナミックで、何事にも情熱的なイメ�

ージがありますが、恋愛に対してもやはり熱く努力�

を怠りません。それで、たくさんの記念日を作り、�

相手との絆を強くするための努力をします。�

　なかには、記念日騒動は商業主義に染まっている

という批判の声もあります。しかし、記念日はそれ�

までは言えなかった自分の気持ちを伝え、素敵な思�

い出を作る素晴らしい機会だと思いませんか。手間�

も暇もお金もかかりますが、これは自分の恋人を世�

界一大事にするロマンチスト韓国人ならではのこと�

だと思います。�
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テンメンジャン�

�

「ブラックデー」に食べ�
るチャザンミョン！�
韓国人の口に合わせた�
韓国式中華料理。是非一�
度食べてみてください。�

家で作れるインスタント�
チャザンミョン。�
手軽に作れて、味はお店�
のチャザンミョンに引け�
を取らないくらいおいし�
いですよ。�

ローズデーに男性が女性にあ�
げる典型的な薔薇の花束�

♥フォーティーンデー♥　

1月14日�

2月14日�

3月14日�

4月14日�

5月14日�

6月14日�

7月14日�

8月14日�

9月14日�

10月14日�

11月14日�

12月14日�

ダイアリーデー（恋人同士が日記帳を交換する日）�

バレンタインデー（女性が男性にチョコレートをあげる日）�

ホワイトデー（男性が女性にキャンディをあげる日）�

ブラックデー（シングル同士が黒い食べ物を食べに行く日）�

ローズデー・イエローデー（恋人に薔薇の花をあげる日）�

キスデー（恋人同士がキスをする日）�

シルバーデー（恋人同士がシルバー指輪を交換する日）�

グリーンデー�

フォトデー（恋人同士が記念写真を撮る日）�

ワインデー（恋人同士がワインを飲む日）�

ムービーデー・オレンジデー�

ハグデー（寒い冬、恋人をだきしめて暖める日）�

（恋人同士が森林浴をする日。シングル同士はグリーン色の�
  瓶に入っている焼酎を飲む日）�
�

（恋人同士がオレンジジュースを�
  飲みながら映画を見る日）�
�



　
対
馬
市
は
、
平
成
18
年
度
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、

上
対
馬
町
芦
見
地
区
の
自
主
防
災

組
織
（
芦
見
消
防
支
援
隊
）
に
、

消
防
ポ
ン
プ
、
ホ
ー
ス
、
活
動
服

な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
同
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の
収

入
を
財
源
と
し
て
地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報

を
図
る
た
め
、（
財
）自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
地
域
社
会
活
動
に
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
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〔問い合わせ先〕 �
保健部　健康推進課�
☎0920（58）1116

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�

①魚は食べやすい大きさに切り、酒・しょうゆで下味をつける。�

②粉チーズを①につけ、次に片栗粉をつけて油で揚げる。�

【一人分の栄養価】�

作り方�
�

白身魚……………………  60g�
酒…………………小さじ1/2強�
濃口しょうゆ…………小さじ1�
粉チーズ……………大さじ1強�
片栗粉…………………小さじ1�
揚げ油……………………  適量�

材　料�

○ごはんとおかずの配分や量が分かった。�
○食材をバランスよく入れるようにしたい。�
○冷凍食品にたよりがちだが、夕食のメニュー等を利用�
　することで手間も省けることがわかった。今後料理を
　工夫、アレンジしながら食事作りをしていきたい。�

美津島支
部�

美津島支
部�

　「毎日のおべんとう何を入れたらいいの？」�
　「量はどれくらいかな？・・・」�
　美津島支部では、2月22日（木）に入園前の子どもを持つお母さんを
対象におべんとう作りの実習を行いました。写真はその時の様子です。
参加者とヘルスメイトで楽しい時間を過ごしました。�

～参加者の感想～

1人分�

おべんとうのレシピ紹介�

購入した物品�

・エネルギー…162kcal　・たんぱく質…16.3g�

・カルシウム…101mg　  ・食塩相当量…1.2g
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健 康 コ ー ナ ー �

平成19年度の乳幼児健診と予防接種の日程表です。�
受診もれのないように確認をお願いします。�
平成19年度の乳幼児健診と予防接種の日程表です。�
受診もれのないように確認をお願いします。�
平成19年度の乳幼児健診と予防接種の日程表です。�
受診もれのないように確認をお願いします。�
くわしくは各管轄へお問い合わせください�

　●保健部健康推進課　　☎０９２０（５８）１１１６�
　●南福祉保健センター　☎０９２０（５２）４８８８�
　●北福祉保健センター　☎０９２０（８４）２３１３�

南福祉保健センター�

健康推進課�

健康推進課�

北福祉保健センター�

北福祉保健センター�

管　　轄� 受　付　時　間�
実　施　場　所�

対馬市健康管理センター�

対馬市総合福祉保健センター�

豊玉町保健センター�

峰保健福祉センター�

上県町地域福祉センター�

仁田コミュニティーセンター�

上対馬地域福祉センター�

厳原東里�

知�

仁　位�

三　根�

佐須奈�

仁　田�

比田勝�

4�

20

9�

18�

9�

�

�

23

6�

15

3�

20�

�

11

1�

17�

�

�

�

1

5�

13�

12�

�

�

�

26

3�

19

7�

16�

�

7�

�

�

28

5�

21

9�

18�

9�

�

23

6�

15

5�

21�

�

12�

19

施　　設　　名� 住　所�
13：00～13：30�
14：00～14：15

7ヶ月・11ヶ月�
3ヶ月�

3～4ヶ月�

6～7ヶ月�

11～12ヶ月�

13：15～13：30�

14：00～14：15�

14：45～15：00

7～8ヶ月・11～12ヶ月�
�
�
3～4ヶ月�

13：15～13：30

13：15～13：30

13：00～13：30

13：15～13：30

13：00～13：15

13：15～13：30

13：00～13：30

13：45～14：00

13：00～13：15

13：15～13：30

13：00～13：30

13：15～13：30

13：30～13：45

４
月�

５
月�

６
月�

７
月�

８
月�

９
月�

10
月�

11
月�

12
月�

１
月�

２
月�

３
月�

南福祉保健センター�

健康推進課�

北福祉保健センター�

管　　轄� 受　付　時　間�
実　施　場　所�

対馬市健康管理センター�

対馬市総合福祉保健センター�

豊玉町保健センター�

峰保健福祉センター�

上県町地域福祉センター�

厳原東里�

知�

仁　位�

三　根�

佐須奈�

25�

�

�

13

�

25�

�

�

9

27�

�

8

29�

3�

�

10�

23

24�

�

12

�

2�

�

�

14

19�

�

�

14

27�

1�

8�

�

21

施　　設　　名� 住　所�

４
月�

５
月�

６
月�

７
月�

８
月�

９
月�

10
月�

11
月�

12
月�

１
月�

２
月�

３
月�

南福祉保健センター�

健康推進課�

北福祉保健センター�

管　　轄� 受　付　時　間�
実　施　場　所�

対馬市健康管理センター�

対馬市総合福祉保健センター�

豊玉町保健センター�

峰保健福祉センター�

上対馬地域福祉センター�

厳原東里�

知�

仁　位�

三　根�

比田勝�

�

6�

�

13�

19

23 �

�

8

25�

6�

�

�

18

�

�

�

10

26 �

5�

12�

�

18

21 �

�

�

14

23�

25�

�

�

16

�

�

8

26

施　　設　　名� 住　所�

４
月�

５
月�

６
月�

７
月�

８
月�

９
月�

10
月�

11
月�

12
月�

１
月�

２
月�

３
月�

南福祉保健センター�

管　　轄� 受　付　時　間�
実　施　場　所�

対馬市健康管理センター�

対馬市総合福祉保健センター�

豊玉町保健センター�

峰保健福祉センター�

仁田コミュニティーセンター�

上対馬地域福祉センター�

厳原東里�

知�

仁　位�

三　根�

仁　田�

比田勝�

18�

�

26

20�

1�

�

�

�

26

�

�

�

26

22 �

7�

�

�

19

17�

�

25

12�

7�

�

�

�

18

�

�

�

17

20 �

7�

�

�

12

施　　設　　名� 住　所�

４
月�

５
月�

６
月�

７
月�

８
月�

９
月�

10
月�

11
月�

12
月�

１
月�

２
月�

３
月�

13：00～13：15�
�
14：00～14：15

【乳児健診】＊事前個別通知は３～４ヶ月児のみ�

【２歳児歯科健診】＊事前個別通知あり�

【１歳６ヶ月児健診】＊事前個別通知あり�

【３歳児健診】＊事前個別通知あり�

対 馬 市 乳 幼 児 健 診 日 程 表 �
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南福祉保健センター�

健康推進課�

北福祉保健センター�

管　　轄� 受　付　時　間�
実　施　場　所�

対馬市健康管理センター�

対馬市総合福祉保健センター�

豊玉町保健センター�

峰保健福祉センター�

仁田コミュニティーセンター�

上　対　馬　病　院�

厳原東里�

知�

仁　位�

三　根�

仁　田�

比田勝�

�

20�

�

�

�

11

�

18�

9�

�

23

13�

15�

�

�

�

13

�

20�

�

11

�

17

12�

13�

12

31�

19�

�

�

�

10

�

16�

�

7

�

21�

�

12

施　　設　　名� 住　所�

13：30～14：30
15：30～15：45�
（乳児健診終了後）�

15：45～16：00�
（乳児健診終了後）�

13：15～13：30

13：15～13：30

13：30～14：00

４
月�

５
月�

６
月�

７
月�

８
月�

９
月�

10
月�

11
月�

12
月�

１
月�

２
月�

３
月�

【ポリオワクチン】�

南福祉保健センター�

健康推進課�

北福祉保健センター�

管　　轄� 受　付　時　間�
実　施　場　所�

対馬市健康管理センター�

対馬市総合福祉保健センター�

豊　玉　診　療　所�

上　対　馬　病　院�

厳原東里�

知�

仁　位�

比田勝�

�

18�

�

25

16 �

�

�

27

�

18

8�

�

�

22

�

10�

�

24

28 �

�

�

19

�

16

13�

�

�

27

施　　設　　名� 住　所�

13：45～14：30

13：15～13：30

13：00～16：00

13：30～14：00

４
月�

５
月�

６
月�

７
月�

８
月�

９
月�

10
月�

11
月�

12
月�

１
月�

２
月�

３
月�

【BCGワクチン】�

対 馬 市 予 防 接 種 日 程 表 �

毎週月・水・木曜日�

南福祉保健センター�

健康推進課�

北福祉保健センター�

管　　轄� 受　付　時　間�
実　施　場　所�

厳原東里�

知�

仁　位�

佐　賀�

比田勝�

施　　設　　名� 住　所�

13：30～14：30

14：00～14：15

13：00～16：00

  9：30～16：00

13：30～14：00

【ジフテリア・百日せき・破傷風三種混合ワクチン】�

第2・4火曜日�

第2・4火曜日（要予約）�

月曜日～金曜日�

月曜日～金曜日�

第1・3・5火曜日�

実　施　日�

対馬いづはら病院�

中 対 馬 病 院 �

豊 玉 診 療 所 �

佐 賀 診 療 所 �

上 対 馬 病 院 �

南福祉保健センター�

健康推進課�

北福祉保健センター�

管　　轄� 受　付　時　間�
実　施　場　所�

厳原東里�

知�

知�

仁　位�

佐　賀�

比田勝�

施　　設　　名� 住　所�

13：30～14：30

13：30～13：45

13：30～14：00

13：00～16：00

  9：30～16：00

13：30～14：00

【麻しん・風しん混合ワクチン】�

第2・4火曜日�

第2・4火曜日（要予約）�

月曜日～金曜日�

月曜日～金曜日�

月曜日～金曜日�

第2・4火曜日�

実　施　日�

対馬いづはら病院�

中 対 馬 病 院 �

畑 島 医 院 �

豊 玉 診 療 所 �

佐 賀 診 療 所 �

上 対 馬 病 院 �

健診も予防接種も�

必ず母子手帳を�

ご持参ください。�

　市民健診・乳幼児健診など保健事業を行うときに保健師・栄養士等の数が足りないときがあ
ります。保健師等の免許は持っているけど現在は仕事をしていない方！あなたの資格をもう一
度生かして働いてみませんか？�
　対馬市保健部では、下記の免許をお持ちの方々に健康推進課へ人材登録していただき、保健
事業のお手伝いをお願いしたいと考えています。お手伝いいただける際は、日当と交通費をお
支払いいたします。�
　是非この機会に、在宅の有資格の皆様に登録をお願いいたします。�

保健事業のための有資格者登録のお願い�

詳しくは健康推進課へお問い合せください。�
●免許種類：保健師免許、看護師免許、准看護師免許、栄養士免許、�
　　　　　　歯科衛生士免許、保育士免許�
●申込み・問い合わせ先：保健部健康推進課　☎０９２０（５８）１１１６�
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シ
リ
ー
ズ 

文
化
財
の
紹
介

　
豊
玉
の
猪
垣
は
、
元
禄
〜
宝

永
年
間
（
１
６
８
８
〜
１
７
１

１
）
対
馬
藩
あ
げ
て
行
わ
れ
た

猪
狩
り
の
時
に
造
ら
れ
た
も
の

で
は
な
い
か
と
伝
え
ら
れ
、
現

在
、
県
の
有
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
石
垣
の
遺
構

が
、
豊
玉
町
塩
浜
の
山
中
に
残

っ
て
い
ま
す
。

　
猪
狩
り
は
江
戸
時
代
全
島
規

模
で
行
わ
れ
、
前
後
９
年
に
及

ぶ
大
事
業
で
し
た
が
、
こ
の
遺

構
を
猪
垣
と
断
定
す
る
に
は
、

い
く
つ
か
の
疑
問
符
が
つ
い
て

い
ま
す
。
①
猪
追
詰
め
の
垣
で

あ
る
な
ら
ば
、
石
垣
で
は
な
く
、

木
柵
で
十
分
で
は
な
い
か
。
②

こ
の
地
区
だ
け
に
堅
固
な
石
垣

を
築
く
必
然
性
が
見
当
た
ら
な

い
等
の
理
由
で
、
こ
の
石
垣
を

猪
狩
り
と
結
び
つ
け
る
に
は
、

さ
ら
に
研
究
調
査
が
必
要
だ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
い
つ
ご
ろ
何
の
た
め

に
築
か
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
、
「
馬
の
放
牧
を
す

る
た
め
の
牧
場
に
設
け
ら
れ
た

柵
」
で
は
な
い
か
と
す
る
説
が

あ
り
ま
す
。

　
嘉
吉
〜
応
仁
年
間
（
１
４
４

１
〜
１
４
６
８
）
に
設
置
さ
れ

た
対
馬
の
牧
場
は
、
佐
護
の
中

山
、
廻
の
池
田
、
横
浦
の
長
崎

（
現
指
定
地
）
、
国
府
（
厳
原
）

の
有
明
の
４
カ
所
に
あ
り
、
馬

を
４
千
頭
余
り
放
牧
し
、
中
で

も
長
崎
の
牧
場
が
最
も
広
く
、

東
西
二
里
、
南
北
二
里
半
も
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
猪

垣
は
牧
場
の
柵
だ
と
見
れ
ば
色

々
の
疑
問
が
解
け
て
く
る
。
」

と
い
う
説
で
す
。
（
「
猪
垣
に

つ
い
て
」
『
対
馬
風
土
記
』
第

10
号
）

　
基
本
的
に
は
こ
の
説
が
有
力

視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
疑
問
の

す
べ
て
が
解
か
れ
た
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
４
カ
所
の
う
ち
の

複
数
の
牧
場
に
つ
い
て
、
例
え

ば
絶
壁
等
の
危
険
箇
所
、
あ
る

い
は
山
と
耕
地
の
境
界
等
に
類

似
の
石
垣
が
残
っ
て
い
れ
ば
、

こ
の
説
も
説
得
力
を
増
し
ま
す

が
、
た
だ
一
例（
指
定
地
の
み
）

だ
け
で
は
、
あ
く
ま
で
可
能
性

を
指
摘
し
た
に
過
ぎ
ず
、
な
お

疑
問
は
残
る
。
と
し
て
い
ま
す
。

　
宗
家
記
録
を
は
じ
め
関
係
史

・
資
料
等
に
も
、
こ
の
塩
浜
の

石
垣
と
特
定
で
き
る
石
垣
に
関

す
る
記
録
は
な
く
、
今
の
と
こ

ろ
、
絵
図
や
文
書
史
料
等
で
裏

付
け
ら
れ
な
い
限
り
、
こ
の
疑

問
に
対
す
る
回
答
は
出
な
い
よ

う
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
石
垣
が
島
民
の
暮
ら

し
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像

で
き
、
先
人
の
智
恵
と
協
働
の

精
神
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
意

味
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
「
豊
玉
町
誌
」
よ
り

対
馬
市
教
育
委
員
会  

文
化
財
課�

☎
０
９
２
０（
５
４
）２
３
４
１�

い
　
　
　 

が
き

い

が
き

対馬市観光交流課 ☎0920（53）6111 内線（302） ℻0920（53）6112 　asightseeing@city-tsushima.jp

美津島町小船越�

小船越�
郵便局�

小船越�
バス停�

公衆�
トイレ�

至：豊玉�

至：厳原�

脇道�
国道382号�

ココ

地 図 �

　
　
　
み
な
さ
ん
写
真
の
場
所
が

　
　
ど
こ
だ
か
分
か
り
ま
す
か
？

　
こ
こ
は
国
道
３
８
２
号
線
小
船

越
の
公
衆
ト
イ
レ
か
ら
脇
道
を
徒

歩
１
分
の
場
所
に
あ
る
「
西
の
漕

手
」
で
す
。
″
意
外
″
に
知
ら
な

い
歴
史
が
隠
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
小
船
越
は
三
浦
湾
か
ら
小

さ
な
丘
を
隔
て
て
浅
茅
湾
の
西
の

漕
出
に
接
し
て
い
ま
す
。
小
船
越

の
地
名
は
古
く
か
ら
こ
の
丘
を
船

を
引
い
て
西
に
越
え
東
に
越
え
て

い
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
か
つ

て
遣
唐
使
や
遣
新
羅
使
は
、
九
州

本
土
か
ら
三
浦
湾
に
来
て
下
船
し
、

西
の
漕
出
に
用
意
さ
れ
て
た
別
の

船
に
乗
り
換
え
て
大
陸
に
向
か
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
続
日
本

後
紀
巻
第
九
に
も
、
そ
の
記
述
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
対
馬
で
は
常

時
十
隻
の
新
羅
船
が
待
機
し
て
い

た
と
の
こ
と
。
こ
こ
が
大
陸
か
ら

日
本
に
伝
わ
っ
た
文
化
の
入
り
口
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
だ
け
で
浪
漫

を
感
じ
ま
せ
ん
か
？

　
国
道
か
ら
徒
歩
１
分
。
古
の
風

景
が
目
に
飛
び
込
み
、
時
空
を
越

え
た
よ
う
な
錯
覚
に
陥
り
ま
す
。

騒
々
し
さ
が
な
く
、
鳥
の
囀
り
、

風
の
音
、
波
の
音
と
い
っ
た
自
然

界
が
織
り
な
す
音
だ
け
が
耳
に
入

り
、
疲
れ
た
心
身
を
癒
し
て
く
れ

る
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。
ま
ず
は

体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
対
馬
市
観
光
交
流
課
で
は
、
み

な
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
「
こ
ん
な
と
こ
ろ

が
あ
る
よ
」
と
い
っ
た
場
所
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ド
シ
ド
シ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

こ
い

で

い
に
し
え

さ
え
ず
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廃棄物対策課コーナー�

対馬市廃棄物対策課　☎０９２０（５３）６１１１�

　
対
馬
市
で
は
、
今
年
４
月
か
ら
、
市
民
の
皆
様
が
自
分
た

ち
の
住
む
地
域
を
自
ら
の
手
で
住
み
よ
く
し
て
い
こ
う
と
す

る
事
業
や
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
、
支
援
す
る
制

度
を
制
定
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
補
助
金
制
度
は
、
皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
区
（
区

長
さ
ん
が
代
表
と
な
り
ま
す
。
）
、
ま
た
は
特
定
非
営
利
法

人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
、
そ
の
他
市
長
が
特
に
認
め
る
団
体
が

行
う
次
の
事
業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
事
業
の
開
催
、

ま
た
地
域
環
境
の
整
備
等
を
支
援
・
推
進
い
た
し
ま
す
。�

１
、
地
域
資
源
活
用
促
進
事
業�

　
○
地
区
の
自
然
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
地
区
住
民

　
　
の
交
流
推
進
活
動
を
支
援
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

　
　
事
業�

２
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
事
業�

　
○
地
区
に
伝
わ
る
風
習
、
祭
り
等
の
伝
統
行
事
な
ど
、
地

　
　
区
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
し
、
地
域
の
連

　
　
帯
意
識
の
高
揚
を
図
る
事
業
及
び
世
代
間
の
ふ
れ
あ
い

　
　
を
促
進
す
る
事
業�

３
、
地
域
形
成
事
業�

　
○
地
域
内
の
後
継
者
・
担
い
手
対
策
に
取
り
組
む
事
業�

　
○
地
域
内
の
施
設
整
備
事
業�

　
○
地
域
内
公
共
施
設
な
ど
の
環
境
美
化
活
動
事
業�

■
補
助
金
の
額
　
承
認
さ
れ
る
事
業
費
か
ら
収
入
が
見
込
ま

　
　
れ
る
場
合
は
、
そ
の
収
入
を
差
し
引
い
た
金
額
の
４
分

　
　
の
３
以
内
で
１
地
区
（
団
体
）
当
た
り
50
万
円
が
限
度�

■
補
助
金
申
請
の
受
付
期
間
　
平
成
19
年
５
月
31
日
ま
で�

　
　
な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
、
申

　
請
様
式
の
請
求
は
、
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

■政策部政策企画課　☎０９２０（５３）６１１１�
■各支所地域振興課　美津島支所　☎０９２０（５４）２２７１　　豊玉支所　☎０９２０（５８）１１１１�
　　　　　　　　　　峰　支　所　☎０９２０（８３）０３０１　　上県支所　☎０９２０（８４）２３１１�
　　　　　　　　　　上対馬支所　☎０９２０（８６）３１１１�

対
馬
市
わ
が
ま
ち
元
気
創
出
支
援
事
業�

　
　
　
　
　
　
　
補
助
金
制
度
の
お
知
ら
せ�

出す前に確認してください。収集しないごみ�

資源ごみ袋で出すもの（8品目に分別）�

缶類（アルミ缶・スチール缶）�

白色トレイ類�

古紙類（新聞類）� 古紙類（雑誌類・チラシ類）�

紙パック類� 段ボール類�

びん類（無色・茶色・その他）� ペットボトル�

可燃ごみ袋で出すもの� 不燃ごみ袋で出すもの�

飲料用の空き缶だけに限ります�
※金属キャップがあるものは必ずはずし、�
金属キャップは不燃ごみの袋に入れること�

異物を洗い流し裏表を洗剤でよく洗って�
水切りし、干して乾かすこと�
なお、変色したもの・汚れのひどいものは�
可燃ごみの袋に入れること�

よく洗って水切りし、切り開いて乾かす�
キャップ付きは、切り取る�
ひもで十字に束ねる�

発泡スチロール・止金具・粘着テープ・�
送り状は、取り除くこと�

新聞紙と雑誌類は別々の袋に入れること�

ラベル・キャップを必ずはずし、ラベル・�
キャップは可燃ごみの袋に入れること�

ぬいぐるみ�
30センチメートル�
以内のもの�

衣類（コートなどの�
大型衣類を除く）�

カセットテープ�
ビデオテープ�

生ごみ�
食用油（布などにしみ込ませて）�

ビニール類・プラスチック類�

ペットボトルラベル・キャップなど�

紙くず・木くず�

飲料用の空きびんだけに限ります�
※金属キャップは不燃ごみの袋に入れること�
※プラスチック製キャップ・コルクの蓋は�
可燃ごみの袋に入れること�

識別マーク�

識別マーク�

有害ごみは、不燃ごみと混ぜないこと�

金物類�

やかん・なべ�
・フライパン�

ガス抜きしたスプレー缶・ガスボンベ�

缶詰缶・菓子缶・粉ミルク缶�傘�

割れ物類�

ガラス・コップ・茶碗類�

蛍光灯・電球・豆球など�

体温計・温度計など�

陶磁器類�

化粧びん・油びん・一升びん�
すりガラスびん�

割れたもの・鋭利なものは�
紙などに包んでください�

有害ごみ1

粗大ごみ�処理困難なもの・危険物等�パソコン�家電4品目（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン）�

家具類� 楽器類�
ガス器具類�

その他畳、ふすま、健康器具、自転車、一輪車など�
対馬クリーンセンター・中継所へ各自で持ち込んでください。�
出す前に、不明な場合は市役所または各施設までご相談ください。�

バイク（原付）、タイヤ、バッテリー、消火器、プロパン、ガスボンベ、�
建設廃材、油類、農薬、殺虫剤、ペンキ等塗料、農機具、船内外機、�
自動車部品、魚網、ワイヤーなど�

デスクトップパソコン本体・ノートパソコン�
ブラウン管ディスプレイ・液晶ディスプレイ�

パソコンメーカーが回収の窓口になります。�
メーカーに、直接お申し込みください。（有料）�
不明な場合は販売店等でご確認ください。�

各電気店、又は専門業者へ�
ご相談ください。（有料）�

対馬クリーンセンターで処理できません。専門業者、�
購入店で引き取りを依頼してください。（有料）�
出す前に、不明な場合は市役所または各施設まで�
ご相談ください。�

布団・コートなどの大きな衣類� 電化製品・暖房器具類�

30センチメートル以上の�
ぬいぐるみ・遊具類�

有害ごみ2

乾電池・ボタン型電池など�
透明な袋に出してください�
販売店でも回収しています�

皮革類�

紙おむつ�
（汚物を取り除く）�

市の指定袋以外、不分別のものは�
収集しません�

識別マーク�
識別マーク�

ごみの分け方・出し方�
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年

金

コ

ー

ナ

ー

�
　
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の�

方
は
、
公
的
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら�

れ
て
い
ま
す
。
学
生
の
方
で
あ
っ
て
も
、
国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
所
得
が
少
な
く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
20
歳
以
上
の
学
生
の
方

に
つ
い
て
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
い
う
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す（
申
請
は
毎
年
必
要
）。�

�����

　
※「
０
５
７
０
」の
最
初
の「
０
」を
略
し
た
り
、
市
外
局
番
を
付
け
て
間
違
い

　
　
電
話
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
か
け
間
違
い

　
　
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

■
お
問
い
合
わ
せ�

　
長
崎
北
社
会
保
険
事
務
所
　
☎
０
９
５（
８
６
１
）１
２
１
１�

○
対
馬
市
役
所 

市
民
生
活
部
市
民
課�

○
各
支
所
住
民
生
活
課
年
金
担
当
ま
で�

�

■
社
会
保
険
事
務
局
の
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

　
◎
５
月
22
日（
火
）　
対
馬
市
役
所
　
別
館
会
議
室
　
10
時
か
ら
17
時
ま
で�

　
◎
５
月
23
日（
水
）　
美
津
島
支
所
　
別
館
会
議
室
　
10
時
か
ら
15
時
ま
で�

●
学
生
の
方
は
保
険
料
納
付
猶
予
制
度
の
活
用
を

●
学
生
の
方
は
保
険
料
納
付
猶
予
制
度
の
活
用
を�

●
学
生
の
方
は
保
険
料
納
付
猶
予
制
度
の
活
用
を

●
学
生
の
方
は
保
険
料
納
付
猶
予
制
度
の
活
用
を�

●
学
生
の
方
は
保
険
料
納
付
猶
予
制
度
の
活
用
を�

●
年
金
に
か
ん
す
る
相
談
は

●
年
金
に
か
ん
す
る
相
談
は「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
へ
」

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
へ
」�

●
年
金
に
か
ん
す
る
相
談
は

●
年
金
に
か
ん
す
る
相
談
は「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
へ
」

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
へ
」�

●
年
金
に
か
ん
す
る
相
談
は「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
へ
」�

イ
イ
ロ
ウ
ゴ�

イ
イ
ロ
ウ
ゴ�

○
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談
　
☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
５
７
０（
０
７
）１
１
６
５�

【
転
入
さ
れ
た
方
へ
】�

　
対
馬
市
内
在
住
の
方
に
は
、
飛
行
機
運
賃
の
割
引
（
15
％
程
度
）
が
あ
り
ま

す
。
次
の
も
の
を
揃
え
て
、
市
役
所
の
各
住
民
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

①
写
真
（
６
ヶ
月
以
内
に
撮
影
・
縦
３
㎝
×
横
2.4
㎝
）
②
認
印
③
在
住
が
確
認

で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）

● 

島
民
航
空
カ
ー
ド
の
手
続
き
に
つ
い
て

島
民
航
空
カ
ー
ド
の
手
続
き
に
つ
い
て 

●�

● 

島
民
航
空
カ
ー
ド
の
手
続
き
に
つ
い
て 

●�

■
問
い
合
わ
せ
先
…
市
民
生
活
部
市
民
課
☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

●日　程：７月１４日（土）、１５日（日）�
●場　所：対馬市豊玉町仁位　豊玉町総合運動公園�

１．７月１４日　シーカヤックマラソン大会�
　　①５km ②１０km③２０km（各シングル・ペア）�
　　参加料：大人7,000円、高校生以下4,000円�
　　　　　（参加賞、交流会参加料含む）�
２．７月１５日　ふれあいイベント�
　　①駅伝レース②親子レース③浅茅湾ツーリング�
　　参加料：大人2,000円、高校生以下1,000円�
　　　　　（参加賞、交流会参加料含む）�

■申込方法：申込用紙もしくは電話でお申込ください。�

■申込締切：平成１９年６月２９日（金）消印有効�

■問い合わせ先・申込み先�
　対馬シーカヤックマラソン大会実行委員会事務局�
　〒８１７‐００２２　対馬市厳原町国分１４４１�
　（対馬観光物産協会内）☎０９２０（５２）１５６６�
　　　　　　　　　　　℻０９２０（５２）１５８５�
　大会HP：http://www.tsushima-net.org/seakayak/�
　E-mail：seakayak@tsushima-net.org�

※対馬市民の方々にもシーカヤックに親しんでいただ
　くために、４月から１０月まで毎月１回シーカヤッ
　ク無料体験を実施します。詳しい開催日、場所は対
　馬観光物産協会HPでご確認ください。�

●店 舗 所 在 地：対馬市峰町佐賀７９１番地１�

●店舗月額使用料：１８６，５３０円�

●店　舗　面　積：８１１㎡�

●募　集　業　種：小売業�

●募　集　期　間：平成１９年３月２２日（木）から�

　　　　　　　　　平成１９年４月２０日（金）まで�

●出店資格：�

　①市内に住所を有する者であること。ただし、市

　　長が特に必要と認めたときは、この限りではな

　　い。�

　②市税等の納付義務を怠っていない者。�

　③商工会及び峰町商業組合に加入する者。�

●提出書類：�

　出店許可申請書、出店計画書、納税証明書�

■問い合わせ先：対馬市役所　観光商工部商工課�

　　　　　　　　対馬市厳原町国分１４４１�

　　　　　　　　☎０９２０（５３）６１１１�

その他：出店者の決定については、募集締切後に出

店許可審査会により決定し通知いたします。�

募集区分
第８号
811㎡

第９号
85㎡

第３号
165㎡

第２号
135㎡

第１号
131㎡

第４号
65㎡

第５号
76㎡

第６号
100㎡

第７号
50㎡

←至　櫛 至　佐賀→
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農 林 課 コ ー ナ ー �

　『鶏鳴緑の少年団』（糸瀬友康団長・団員３２名）の結団
式が３月１１日（日）、美津島町鶏鳴小学校体育館で行われ
ました。�
　式には、団員の保護者や対馬地方局などの関係機関職員
を含め約１００名が集まり、副団長の梅野颯也君による誓
いの言葉、対馬地方局林業課職員の手作りの木製名札の授
与、記念撮影などが行われました。結成後初めての活動と
して校舎前の花壇にヒトツバタゴとマキの木の植樹を行い
ました。�
　少年団設立にあたっては対馬森林組合が鶏鳴小学校と協
議を重ねるなど主導的役割を果たしました。「緑に親しみ、
緑を愛し、これを育てつつ健全な心身を養い、互いに力を
合わせて、地域・社会のために役立つ、自主的な活動」を
目的とした『鶏鳴緑の少年団』の今後の活躍に期待します。�

　３月１１日、厳原町金田緑の少年団が対馬市交流センター
で『緑の募金・街頭募金』を行ないました。�
　参加したのは少年団員とその保護者ら約３５名で、午前１０
時からの２時間で４７，１１９円の善意の募金を集めました。�
　集められた募金は、緑化のための様々な活動に活用されま
す。今後も緑の募金に対するご理解とご協力をお願いします。�

対
馬
対
馬
で
遊
漁
遊
漁
さ
れ
る

さ
れ
る
皆
様
皆
様
へ�

対
馬
で
遊
漁
さ
れ
る
皆
様
へ�

①
ま
き
餌
の
総
量
制
限�

　
１
人
１
日
、
10
㎏
以
内

②
時
期
、
時
間
の
制
限�

　
　
12
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の
間
は

　
午
後
９
時
か
ら
午
前
６
時
ま
で
の
ま
き
餌

　
釣
り
を
禁
止

③
釣
獲
量
の
制
限�

　
　
ま
き
餌
釣
り
に
よ
る
釣
獲
量
は
、
１
回

　
の
釣
行
で
の
実
釣
日
数
に
か
か
わ
ら
ず
１

　
人
１
釣
行
、
10
㎏
以
内

④
体
長
の
制
限�

　
チ
ヌ
20
㎝
、
ク
ロ
15
㎝
以
下
は
再
放
流
。

①
ま
き
餌
の
総
量
制
限�

②
時
期
、
時
間
の
制
限�

③
釣
獲
量
の
制
限�

■
問
い
合
わ
せ
先�

　
対
馬
海
区
漁
業
調
査
委
員
会�

　
事
務
局 

対
馬
地
方
局 

水
産
課�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）１
３
１
１�

■
問
い
合
わ
せ
先�

　
対
馬
沿
岸
海
域
利
用
対
策
協
議
会�

　
事
務
局 
対
馬
市
役
所 

水
産
振
興
課�

　
☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

　
秩
序
あ
る
遊
漁
、
適
正
な
漁
場
利
用
を
確
立
す
る
た
め
「
対
馬
に
お
け
る
遊
漁
ル
ー
ル
」

を
策
定
し
、
そ
の
う
ち
３
項
目
に
つ
い
て
は
「
対
馬
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
」
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
、
１
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、
周
知
徹
底
の
た
め
再
度
掲
載
い
た
し

ま
し
た
。�

　
「
遊
漁
ル
ー
ル
」
「
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
」
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
主
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
資
源
保
護
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

　
尚
、
「
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
」
に
違
反
す
る
と
長
崎
県
知
事
に
よ
る
遵
守
命
令
が
発
せ

ら
れ
、
命
令
違
反
に
は
罰
則
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。�

★
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！�

外
国
人
の
方
は
、�

ま
き
餌
を
使
用
し�

た
釣
り
は
、
法
律�

で
禁
止
さ
れ
て
い�

ま
す
。�

「
遊
漁
ル
ー
ル
」�

「
対
馬
海
区
漁
業
調
査
委
員
会
指
示
」�

漁
業
調
整
委
員
会
指
示
に

関
す
る
詳
細
事
項
は
�

左
記
へ
お
尋
ね
下
さ
い
�
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ホストファミリー�
募集（韓国学生）�

ホストファミリー�
募集（韓国学生）�

ホストファミリー�
募集（韓国学生）�

対馬市酒井豊育英資金�

貸付基金奨学生募集�貸付基金奨学生募集�貸付基金奨学生募集�

都
市
計
画
施
設

都
市
計
画
施
設（
道
路
）

（
道
路
）区
域
内

区
域
内�

の
建
築
制
限
が
改
正
さ
れ
ま
す

の
建
築
制
限
が
改
正
さ
れ
ま
す�

都
市
計
画
施
設

都
市
計
画
施
設（
道
路
）

（
道
路
）区
域
内

区
域
内�

の
建
築
制
限
が
改
正
さ
れ
ま
す

の
建
築
制
限
が
改
正
さ
れ
ま
す�

都
市
計
画
施
設（
道
路
）区
域
内�

の
建
築
制
限
が
改
正
さ
れ
ま
す�

建
設
部
都
市
計
画
課�

国
家
公
務
員
採
用
中
途
採
用
者

国
家
公
務
員
採
用
中
途
採
用
者�

選
考
試
験
　
　
　
　
日
程
等

選
考
試
験
　
　
　
　
日
程
等�

国
家
公
務
員
採
用
中
途
採
用
者

国
家
公
務
員
採
用
中
途
採
用
者�

選
考
試
験
　
　
　
　
日
程
等

選
考
試
験
　
　
　
　
日
程
等�

国
家
公
務
員
採
用
中
途
採
用
者�

選
考
試
験
　
　
　
　
日
程
等�

人
事
院
九
州
事
務
局�

　ホームステイを受け入れて、韓国の大学生
と交流を深めてみませんか。�
　釜山の国立釜慶大学校で日本語を勉強して
いる優秀な学生ですので、言葉の心配はあり
ません。�
■募集家庭数　10家庭ほど�
　　　　　　　（１家庭に２名受入）�
■応 募 資 格　厳原町・美津島町・豊玉町に�
　　　　　　　住んでいる方�
■日　　　程　８月24日（金）～27日（月）�
　　　　　　　までの３泊４日間�
■申 込 締 切　４月30日（月）まで�
■申　込　先�
　　下対馬ホームステイの会　梅野菊次�
　　☎（携帯）０９０（５０２６）５１７０�
　　　（自宅）０９２０（５２）１８２８�

■貸付対象者�

　大学、短期大学に進学する者又は、在学者

　で、他の育英資金を受けていない方�

■募集期間�

　平成１９年５月１０日まで�

■貸付金額�

　月額５万円以内（年間６０万円以内）�

■申込に必要な書類等�

　願書、在学証明書、成績証明書、住民票謄

　本（本人・保護者）、健康診断書、保護者

　の所得証明書及び納税証明書�

■出願申込（問い合わせ）先�

　対馬市教育委員会　南地区教育事務所�

　☎０９２０（５２）８８５５�

　図書館では、新刊図書約２千冊を整備しま
した。皆さまのご利用をお待ちしています。�
　また、館内でのご利用に限りますが、イン
ターネット・ＣＤ・ＤＶＤの映像ライブラリ
ーコーナーも新設しました。ただし、準備の
都合で利用開始は５月を予定しています。�
■対馬市立つしま図書館�
　☎０９２０（５２）３９００�
※図書は皆さんの本です、大切にしましょう。
　また返却日までに必ず返しましょう。�

����

　
対
馬
市
で
は
、
昭
和
43
年
か
ら

厳
原
、
久
田
地
区
の
交
通
緩
和
を

目
的
に
関
係
８
路
線
を
都
市
計
画

道
路
に
認
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の

都
市
計
画
施
設
（
道
路
）
区
域
内

で
は
建
物
を
建
て
る
場
合
に
制
限

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
土
地

の
有
効
利
用
の
た
め
次
の
よ
う
に

基
準
を
改
正
し
ま
す
。�

《
建
築
制
限
の
改
正
内
容
》�

主
要
構
造
部
が
木
造
、
鉄
骨
造
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
構
造
で
新
築

・
増
築
す
る
場
合�

【
現
　
行
】２
階
以
下
で
、
か
つ
、

地
階
を
有
し
な
い
こ
と
。�

【
改
正
後
】３
階
以
下
で
、
か
つ
、

　
　
　
　
地
階
を
有
し
な
い
こ
と
。�

※
た
だ
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
や
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

の
建
築
物
は
従
来
ど
お
り
許
可
で

き
ま
せ
ん
。�

■
申
請
に
必
要
な
要
件�

①
建
築
予
定
地
に
あ
る
都
市
計
画

施
設
（
道
路
）
の
整
備
が
、
お
お

む
ね
５
年
以
内
に
行
わ
れ
る
見
込

み
が
な
い
こ
と
。�

②
申
請
の
あ
っ
た
建
築
物
が
容
易

に
移
転
可
能
、
ま
た
は
除
却
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
。�

■
改
正
実
施
時
期�

平
成
19
年
５
月
１
日�

【
問
い
合
わ
せ
先
】�

対
馬
市
役
所
建
設
部
都
市
計
画
課�

☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

�����

　
人
事
院
及
び
各
府
省
で
は
、
30

歳
代
の
人
を
対
象
と
し
た
国
家
公

務
員
中
途
採
用
者
選
考
試
験
（
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
）
を
実
施
し
ま

す
。�

▽
受
験
資
格
…
昭
和
42.

４.

２
〜

昭
和
53.

４.

１
生
ま
れ
の
者�

▽
受
付
予
定
期
間
…
６
月
26
日�

（
火
）〜
７
月
３
日（
火
）�

▽
選
考
過
程
…
９
月
９
日（
日
）�

（
第
１
ス
テ
ー
ジ
）�

○
受
験
案
内
等
の
請
求
方
法
…
返

信
用
封
筒
（
角
形
２
号
、
１
２
０

円
分
の
切
手
貼
付
、あ
て
先
明
記
）

を
同
封
し
た
封
筒
に
、
「
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
試
験
」
と
朱
書
き
し
、
問

い
合
わ
せ
先
へ
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。�

※
５
月
中
旬
配
布
予
定
。�

【
問
い
合
わ
せ
先
】�

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係�

〒
８
１
２
‐
０
０
１
３
　
福
岡
市

博
多
区
博
多
駅
東
２
‐
11
‐
１�

☎
Ｏ
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３�

℻
Ｏ
９
２（
４
７
５
）Ｏ
５
６
５�

プ  ギョン�

●図書館からのお知らせ●�

（
再
チ
ャ
レ�

　
ン
ジ
試
験
）�

　先月号２４ページの「豆酘�
の亀ト神事」の記事の中で、�
記載に誤りがありました。�
　関係者の皆様に衷心よりお�
詫び申し上げます。（敬称略）�

【誤】岩佐恭治→【正】岩佐教治�

お詫びと訂正�
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□
大
学
の
部�

▼
募
集
期
間
…
３
月
12
日
〜
４
月

27
日�

▼
対
象
者
…
保
護
者
が
長
崎
県
内

に
居
住
し
、
大
学
に
進
学
ま
た
は

在
学
す
る
者
の
う
ち
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
困
難
で
、
人
物
・

学
業
と
も
奨
学
生
に
ふ
さ
わ
し
い

者
（
大
学
院
・
短
大
・
通
信
教
育

・
専
修
学
校
を
除
く
）�

▼
願
書
配
布
・
提
出
先
…
対
馬
市

教
育
委
員
会
総
務
課
・
教
育
委
員

会
各
地
区
教
育
事
務
所�

□
高
等
学
校
等
の
部�

▼
募
集
期
間
…
４
月
９
日
〜
５
月�

31
日
（
学
校
に
よ
り
期
日
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）�

▼
対
象
者
…
保
護
者
が
長
崎
県
内

に
居
住
し
、
高
等
学
校
等
に
在
学

す
る
者
の
う
ち
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
修
学
困
難
で
、
人
物
・
学
業

と
も
奨
学
生
に
ふ
さ
わ
し
い
者�

（
通
信
制
を
除
く
）�

▼
願
書
配
布
・
提
出
先
…
在
学
す�

る
各
高
等
学
校
等�

□
奨
学
金
の
貸
与
月
額�

▼
大
学
国
公
立
（
19
年
度
入
学
者

４
万
１
千
円
／
17
・
18
年
度
入
学

者
３
万
５
千
円
／
16
年
度
以
前
入

学
者
３
万
１
千
円
）
▼
大
学
私
立

（
19
年
度
入
学
者
４
万
７
千
円
／

17
・
18
年
度
入
学
者
４
万
１
千
円

／
16
年
度
以
前
入
学
者
３
万
７
千

円
）
▼
高
等
学
校
国
公
立
（
自
宅

１
万
８
千
円
／
自
宅
外
２
万
３
千�

円
）
▼
高
等
学
校
私
立
（
自
宅
３

万
円
／
自
宅
外
３
万
５
千
円
）�

■
問
い
合
わ
せ
先�

（
財
）長
崎
県
育
英
会�

☎
０
９
５（
８
２
４
）７
５
０
１�

対
馬
市
教
育
委
員
会�

☎
０
９
２
０（
８
６
）３
２
１
１�

各
高
等
学
校
等�

����

　
身
体
障
が
い
者
及
び
知
的
障
が

い
者
の
福
祉
に
対
す
る
理
解
と
認

識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
青

い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
封
筒
に
通
常
郵
便
葉
書
を
お
入

れ
し
て
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。�

▽
配
布
対
象
…
重
度
の
身
体
障
が

　
い
者
（
１
級
又
は
２
級
の
方
）
、

　
重
度
の
知
的
障
が
い
者
（
療
育

　
手
帳
に
「
Ａ
」（
又
は
１
度
、
２

　
度
）と
表
記
さ
れ
て
い
る
方
）�

▽
受
付
期
間
…
４
月
２
日（
月
）か

　
ら
５
月
31
日（
木
）ま
で�

▽
配
布
葉
書
…
通
常
郵
便
葉
書�

　（
「
く
ぼ
み
入
り
」
、「
無
地
」

ま
た
は
「
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
」）

の
い
ず
れ
か
１
種
類
を
選
択�

▽
配
布
枚
数
…
一
人
に
つ
き
20
枚�

▽
申
出
方
法
…
お
近
く
の
郵
便
局

　
に
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育

　
手
帳
を
提
示
し
、
所
定
の
用
紙

　
に
必
要
事
項
を
記
入
（
代
理
の

　
方
で
も
可
）
。
用
紙
は
郵
便
局
、

　
福
祉
事
務
所
及
び
児
童
相
談
所

　
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

　
す
。�

　
な
お
、
郵
便
に
よ
っ
て
も
お
申

　
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す�

▽
配
布
方
法
…
４
月
20
日（
金
）以

　
降
、
郵
便
局
か
ら
郵
送
。
な
お
、

　
４
月
20
日（
金
）以
降
に
、
住
所

　
又
は
居
所
を
受
け
持
つ
集
配
郵

　
便
局
に
直
接
申
し
込
ま
れ
た
場

　
合
は
、そ
の
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。�

※
く
ぼ
み
入
り
通
常
郵
便
葉
書
は
、

　
葉
書
の
表
面
左
下
部
に
半
円
の

　
く
ぼ
み
を
入
れ
、
上
下
・
表
裏

　
が
分
か
る
よ
う
に
し
た
葉
書
で
す
。�

����

　
地
域
再
生
の
核
と
な
る
産
業
の

創
業
、雇
用
創
出
を
支
援
し
ま
す
。�

▽
内
容
…
創
業
経
費
（
２
分
の
１
、

　
５
０
０
万
円
を
限
度
）
や
雇
入

　
れ
費
用
の
支
援
（
助
成
）�

　
※
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。�

■
問
い
合
わ
せ
先�

（
社
）長
崎
県
雇
用
支
援
協
会�

長
崎
市
出
島
町
１
‐
14
号�

出
島
朝
日
生
命
青
木
ビ
ル
５
Ｆ�

☎
０
９
５（
８
２
７
）１
１
６
５�

長
崎
県
育
英
会
奨
学
生
募
集

長
崎
県
育
英
会
奨
学
生
募
集�
長
崎
県
育
英
会
奨
学
生
募
集

長
崎
県
育
英
会
奨
学
生
募
集�
長
崎
県
育
英
会
奨
学
生
募
集�

青
い
鳥
郵
便
葉
書

青
い
鳥
郵
便
葉
書�

　
　
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

　
　
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す�

青
い
鳥
郵
便
葉
書

青
い
鳥
郵
便
葉
書�

　
　
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

　
　
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す�

青
い
鳥
郵
便
葉
書�

　
　
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す�

日
本
郵
政
公
社�

（
社
）長
崎
県
雇
用
支
援
協
会�

地
域
創
業
助
成
金
の

地
域
創
業
助
成
金
の�

　
　
　
　
　
　
ご
活
用
を

　
　
　
　
　
　
ご
活
用
を�

地
域
創
業
助
成
金
の

地
域
創
業
助
成
金
の�

　
　
　
　
　
　
ご
活
用
を

　
　
　
　
　
　
ご
活
用
を�

地
域
創
業
助
成
金
の�

　
　
　
　
　
　
ご
活
用
を�

●
期
　
間
…
５
月
11
日
〜
20
日�

●
ス
ロ
ー
ガ
ン�

　
青
だ
け
ど
　
車
は
わ
た
し
を
　
見
て
る
か
な�

●
重
点
目
標
・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止�

　
　
　
　
　
・
飲
酒
運
転
の
根
絶�

　
　
　
　
　
・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進�

　
　
　
　
　
・
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

　
　
　
　
　
　
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底�

●日　時：５月１９日（土） １０時～１３時�
●場　所：対馬市交流センター�
●内　容：健康相談（血圧測定、体脂肪測定等）、救急蘇生、�
　　　　　ＡＥＤの実演、カットバン等配布�

■問い合わせ　上対馬病院   看護部長 岡部むつえ�
　　　　　　　☎０９２０（８６）４３２１�

「看護の日」 イベント開催のお知らせ�

平
成
19
年�

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動�

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動�

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動�
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（
敬
称
略
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�

お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
２
月
21
日
〜
３
月
20
日
受
付
分
）�

古
　
里
　
梅
野
ト
シ
子
　
84
歳

比
田
勝
　
梅
野
ス
ミ
エ
　
81
歳

河
　
内
　
権
藤
　
政
美
　
84
歳

一
　
重
　
神
田
　
　
照
　
92
歳

西
　
泊
　
平
間
江
み
子
　
83
歳

　
豊
　
　
宮
原
　
キ
ク
　
94
歳

大
　
浦
　
原
　
　
政
子
　
85
歳

西
　
泊
　
比
田
勝
マ
サ
　
91
歳

　
湊
　
　
小
宮
　
晴
江
　
81
歳

吉
　
田
　
阿
比
留
竹
虎
　
65
歳

三
根
下
　
野
田
　
一
美
　
42
歳

三
根
上
　
武
田
　
　
巖
　
80
歳

志
多
賀
　
梅
野
　
豊
久
　
73
歳

志
多
賀
　
井
上
　
續
代
　
70
歳

三
根
上
　
永
留
　

枝
　
87
歳

小
　
綱
　
村

　
敏
生
　
78
歳

仁
　
位
　
梅
野
　
勝
昭
　
63
歳

加
志
々
　
二
宮
コ
ミ
子
　
91
歳

千
尋
藻
　
須
川
　
タ
ネ
　
92
歳

芦
　
浦
　
小
田
　
　
壽
　
60
歳

西
高
浜
　
阿
比
留
順
治
　
55
歳

上
の
町
第
一

　
泉
　
　
石
子
　
91
歳

中
　
浜
　
山
下
　
　
一
　
81
歳

竹
　
敷
　
鶴
岡
　
友
美
　
82
歳

中
の
町
　
荒
井
　
繁
子
　
82
歳

竹
　
敷
　
平
江
　
和
代
　
60
歳

高
　
浜
　
齊
藤
　
一
男
　
83
歳

緒
　
方
　
松
島
　
ヤ
ス
　
83
歳

洲
　
藻
　
鳥
羽
　
数
子
　
70
歳

尾
　
崎
　
日
下
部
シ
ゲ
子
　
84
歳

知
本
町
　
林
　
タ
ツ
エ
　
88
歳

田
　
渕
　
阿
比
留
　
種
　
91
歳

国
　
分
　
中
村
　
末
生
　
88
歳

宮
　
谷
　
川
上
　
孝
男
　
59
歳

宮
　
谷
　
小
礒
　
嘉
文
　
50
歳

阿
　
須
　
根
〆
　
浦
子
　
87
歳

宮
　
谷
　
手
束
　
和
子
　
68
歳

阿
　
連
　
八
坂
　
睦
朗
　
74
歳

今
屋
敷
　
内
山
　
宮
子
　
78
歳

　
曲
　
　
梅
野
　
三
治
　
74
歳

田
　
渕
　
飯
束
　
新
作
　
96
歳

久
田
道
　
隅
田
　
君
子
　
69
歳

国
　
分
　
川
内
　
久
雄
　
82
歳

田
　
渕
　
大
津
　
幸
信
　
79
歳

阿
　
連
　
上
野
　
　
勲
　
65
歳

佐
須
瀬
　
高
松
　
朝
子
　
78
歳

診療時間　９：00～12：00（急患のみ）�

５月３日�

 ４日�

５日�

６日�

13日�

20日�

27日�

東 島 医 院 �

か も 整 形 外 科 医 院 �

山 上 医 院 �

三 根 診 療 所 �

畑 島 医 院 �

佐 賀 診 療 所 �

吉 田 内 科 医 院 �

東 島 英 孝 �

賀 茂 加 典 �

山 上 　 睦 �

塩 見 秀 明 �

畑 島 　 陽 �

武 林 幸 子 �

吉 田 茂 幸 �

（ 厳 原 ）�

（ 厳 原 ）�

（ 仁 位 ）�

（ 三 根 ）�

（ 知 ）�

（ 佐 賀 ）�

（ 厳 原 ）�

日　程� 診　　療　　所　　名� 医　師　名�

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の
際
戸
籍
窓
口
で�

　
承
諾
の
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

安全運転で、事故のない対馬市を目指しましょう!!

区　　分� 市全体�北署管内�南署管内�

日曜・休日救急医療在宅当番医� 交通事故情報（平成19年中）� ３月31日現在�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

11�

-1�

0�

0�

17�

3

2�

1�

0�

0�

2�

0

13�

0�

0�

0�

19�

3

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

　　　　　　長崎県では、平成１７年７月１日に知事が発
　　　　　表した「長崎の子どもを育むための緊急アピー
　　　　　ル」を県民運動「ココロねっこ運動」の重点メ
ッセージとして提唱しています。�
　その具体的実践例を活動分野別にまとめた『長崎っ子を
育む行動指針』（平成１８年１１月発行）をモデル的に実
践していただく団体を募集します。�

■対　　象：市町、教育施設（学校・幼稚園等）、福祉施設（保
　　　　　　育所・子育て支援センター等）、地域団体（ＰＴ
　　　　　　Ａ・健全育成・自治会・子育てサークル等）、ＮＰ
　　　　　　Ｏ、企業など�
■委 託 費：１団体あたり上限５０万円�
■応幕〆切：平成１９年５月２１日（月）必着�
■申 込 先：長崎県こども政策局こども未来課�
　　　　　　〒850‐8570　長崎市江戸町2‐13�
　　　　　　☎０９５（８９５）２６８６�
■そ の 他：要項や様式等は４月２日以降に、ココロねっ
　　　　　　こ運動ホームページで公開予定�

日本赤十字社長崎県支部　対馬市地区�

対 馬 市 社 会 福 祉 協 議 会�

平成19年度 目標額�

4,720,000円�

　赤十字では、毎年５月を『赤十字運動月間』

と定め、赤十字社員への加入や社資のご協力

をお願いしています。�

　赤十字が、災害救護・国際救援事業などの

様々な活動を実施できるのは、皆様が拠出さ

れた社資（社員が拠出くださる社費とその他

の寄付金）によるものです。�

　今年も、市民の皆様のご協力をよろしくお

願い致します。�
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐52‐1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐54‐2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

第２（火）�

�

第1・2・3（水）�

�

毎週（水）午後�

�

第２（金）�

�

第1・2・3・5（水）�

�

�

毎週（水）�

�

第３（土）�

�

毎週（木）午後�

8�

�

2・9・16�

�

2・9・16・23・30�

�

11�

�

2・9・16・30�

�

�

2・9・16・23・30�

�

19�

�

10・17・24・31

8:30̃15:00�

�

8：30̃12：00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃16:00

13:00̃17:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

  �

13:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

�

�

9:00̃12:00まで�

�

9:00̃15:30まで�

�

14:00̃17:00まで�

☆予約制となります。�

★内科医の紹介により診療予約となります。�

※生活習慣病外来について�

　対象：糖尿病、耐糖能障害、高血圧症、

　　　　高脂血症に限定�

　予約は、不要です。�

　上記疾患に関する相談でもかまいません。�

　治療よりも、食事や運動など生活習慣の

　指導に重点をおいた外来です。�

　適宜、管理栄養士、理学療法士、薬剤師

　などによる指導も行います。�

◎特別診療のうち、長崎大学、国立病院長

　崎医療センター応援につきましては、空

　路欠航等により診療を中止する事があり

　ますので、事前に確認下さいますようお

　願いします。�

内科、外科、小児科、整形外科、皮膚科は

月曜日から金曜日まで毎日診療致します。�

�

※１．☆印は診療科（内科）よりの予約患者

　　　様のみの診療を行っております。�

※２．空路欠航の場合は他の医師が代診致

　　　します。�

※３．予防接種について、薬の常備がない

　　　場合もありますので、電話等でお問

　　　い合わせください。�

※４．透析診療については、月曜日～土曜

　　　日まで午前中に診療しますので、お

　　　問い合わせください。�

※５．予約制で事業所健診・社会保険生活

　　　習慣病予防検診も行っています。�

毎週（火）�

毎週（水）�

�

�

第２（金）�

第３（金）�

�

�

第２（木）�

第５（木）�

第３（月）�

�

第2・第4（木）�

第４（金）�

�

�

�

毎週（月・木）�

予約にて受付けています。�

1・8・15・22・29�

2・9・16・23・30

25�

�

11・18�

�

�

�

10・31�

�

21�

�

12・26

8：30～11：00�

�

8：30～11：00�

�

8：30～11：00

予約のみ�

�

予約のみ�

13：00～（紹介状制）�

14：00～（紹介状制）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

�
�
☆�
�
☆�

耳 鼻 咽 喉 科 �
�
脳 神 経 外 科 �
�
泌 尿 器 科 �
�
眼 科 �
�
神 経 内 科 �
�
循 環 器 科 �
�
言語療法・摂食嚥下訓練�

（福 岡 大 学 病 院）�
�

（長崎医療センター）�
�

（長 崎 大 学 病 院）�
�

（対馬いづはら病院）�
�

（対馬いづはら病院）�
�

（長崎医療センター）�
�

（対馬いづはら病院）�

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

☆�

�

☆�

�

�

�

�

�

�

★�

血 液 内 科 �

�

神 経 内 科 �

�

循 環 器 科 �

�

脳 神 経 外 科 �

�

皮 膚 科 �

�

�

糖 尿 病 外 来 �

�

思 春 期 外 来 �

�

※生活習慣病外来�

（長崎医療センター）�

�

（森　　　正　孝）�

�

（守　崎　勝　悟）�

�

（長崎医療センター）�

�

（中 対 馬 病 院）�

（長崎医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

�

（長崎県立精神医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

７・10・14・17�

21・24・28・31

第2・第4（火）�
�

第１（火）�

8・22�
�
1

予 防 接 種 �
�
補 聴 器 外 来 �
�
内 視 鏡 �

13：30～�
�
9：00～�
�
8：30～11：00

  9:00̃15:00まで�第４（水）� 30 8:30̃11:00

毎年の「健康テレホンサービス」放送原稿を収載した、�
小冊子『健康一口メモ』を販売中です。�
第９～10集：１冊300円、第12～20集：１冊400円�

お知らせ�

がんこな咳�

杖の選び方�

日本脳炎の予防接種�

蓄膿症の手術�

むし歯予防とフッ素�

ぼうこう腫瘍の最近の治療�

月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

【長　崎】（０９５）８２６‐５５１１�
【佐世保】（０９５６）２３‐４３００�
＊祝祭日は前日のテープが流れます。�
＊朝９時から翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが３分間�
　流れます。�
＊曜日毎にテーマが決められ（日替りメニュー）、月毎にかわります。�
＊内容は専門の医師・歯科医師がつくります。�

長崎県保険医協会
〒850‐0056　長崎市恵美須町2‐3‐2F�
TEL 095‐825‐3829／FAX 095‐825‐3893�
URL http://www.vidro.gr.jp  Eメール nagasaki-hok@doc-net.or.jp

健康テレホンサービス�健康テレホンサービス�
24時間電話で健康をお届けします� ２

０
０
７
年
５
月  

テ
レ
ホ
ン
テ
ー
マ�
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　３月１日、厳原町の３つのへき地保育所
（豆酘・久根・阿連）で、幼年消防クラブ
が結成されました。

　幼年消防クラブは、小さな子どもたちが火遊びをしな
いように防火意識を植え付け、また消防の仕事を理解し
てもらおうと設置されているもので、ハッピを着て消防
出初め式に参加したり、防火教室を行うなどの活動を行
います。この３保育所での結成を受けて、市内31箇所す
べての保育所に設置が完了しました。
　結成式では、市消防本部より贈られた真新しいハッピ
を着た園児たちが、「ぼくたち、わたしたちは守ります。
ぜったい火遊びしません」と大きな声で防火の誓いを叫
び、お祝いの踊りを披露しました。

日韓の架け橋として６年間活躍

　　　　　　　　　　朴　柄俊さん　帰国
　ハングル講座や日韓交流業務
などで活躍してきた対馬市国際
交流員の朴柄俊さんが帰国する
ことになり、３月24日、対馬を
後にしました。
　朴さんは、平成13年６月に旧
上県町に赴任して以来、約６年
間にわたり対馬と韓国との交流
の架け橋として活躍してきまし

た。なかでも平成15年に旧上県町と釜山外国語大学との
間で初めて実施された日韓合同による海岸清掃は、朴さ
んが大学に呼びかけたことがきっかけで実現したもので
す。テレビや新聞などに取り上げられ大きく対馬をＰＲ
し、また国内外に環境保護を訴えるきっかけともなり、
現在でも続けられています。
　帰国後は、地元の釜山で会社員として活躍予定です。
さらなる活躍を期待します。

厳原町内の３つのへき地保育所で
　　　　 幼年消防クラブ結成式

　３月７日、比田勝保育所でお茶会が開か
れ、今年卒園を迎える17人の子どもたちが、
華やかな着物に身を包み、日頃お世話にな
っている保護者にお茶を振る舞いました。
　とても愛らしく、普段とは違う凛とした
姿に、参加した保護者は目を細めていまし
た。

比田勝保育所お別れお茶会

　「
職
務
を
終
え
、
こ
の
度
対
馬
で
の
思
い
出
と
共

に
本
国
へ
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
在
任
中
は
た

く
さ
ん
の
方
々
に
助
け
ら
れ
、
楽
し
く
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。�

　
初
め
て
の
外
国
で
な
れ
な
い
私
を
家
族
の
よ
う
に

支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
顔
、
そ
し
て
楽
し
い
思
い

出
や
つ
ら
か
っ
た
思
い
出
な
ど
が
走
馬
灯
の
よ
う
に

思
い
浮
か
び
ま
す
。
体
は
対
馬
か
ら
離
れ
ま
す
が
、

心
は
い
つ
ま
で
も
対
馬
を
見
守
り
、
こ
れ
か
ら
は
影

で
対
馬
を
支
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
最
後
に
、
お
会
い
で
き
な
か
っ
た
方
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
方
に
は
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
お

詫
び
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
そ
れ
で
は
、
皆
さ
ん
さ
よ
う
な
ら
！
（
男
泣
き
）」�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
柄
俊�

本
人
か
ら
の
お
別
れ
の
言
葉�

パク　　 ビョンジュン�


